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社会保障の法体系論
憲法二五条二項は、「すべての生活部面について」の「社会保障」の向上、増進は国の努力義務と規定している。
しかし、その「社会保障」とはなになのか、その概念や基本原理、具体的な制度体系についてはなにも触れておらず、
も
っ
ぱ
ら
解
釈
に
委
ね
て
い
る
。
そ
し
て
制
定
以
来
四
五
年
を
へ
な
が
ら
、
学
説
、
判
例
と
も
い
ま
だ
こ
の
点
で
は
定
説
を
み
ず
、
そ
の
概
念
や
体
系
の
と
り
方
は
論
者
の
数
ほ
ど
存
在
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。
ｌ
その原因の一つは、社会保障（とおぽしきもの）が、それ自体つねに自己の領域を拡張しようとする力（８日Ｃ『の，
社
会
保
障
の
法
体
系
論
二
既
存
の
主
要
体
系
三
私
見
に
よ
る
体
系
四
健
康
保
障
の
概
念
目
次
は
じ
め
に
健
康
保
障
の
概
念
と
体
系
む
す
び
既
存
の
主
要
体
系
立
て
と
体
系
論
は
じ
め
に
高
藤
刀口日Ⅲ
後
に
も
ふ
れ
る
よ
う
に
、
従
来
の
社
会
保
障
研
究
者
は
、
社
会
保
険
お
よ
び
公
的
扶
助
の
二
大
部
門
を
中
心
に
す
え
、
こ
れ
に
公
衆
衛
生、社会援護、社会福祉などの諸分野をそれぞれの立場から配した三部門ないし四部門説をとってきた。これが制度
（１）
別体系で、「古典的分類」と称されてきた。これに対し、「生活保障を目的とする社会的諸給付を定める立法の目的と
（２）
性
格
に
即
し
た
」
体
系
論
を
展
開
し
、
給
付
内
容
別
体
系
を
う
ち
出
さ
れ
た
の
が
荒
木
教
授
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
は
即
（３）
座
に
籾
井
教
授
か
ら
制
度
亟
視
の
立
場
に
よ
る
反
論
が
な
さ
れ
た
。
そ
こ
へ
現
れ
た
の
が
右
の
堀
木
訴
訟
控
訴
審
判
決
で
、
こ
れ
は
従
来
の
い
ず
れ
の
体
系
論
に
も
属
し
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
体
系
立
て
を
行
っ
た
。
こ
の
ポ
レ
ミ
ッ
ク
は
そ
れ
以
後
あ
ま
り
活
発
で
は
な
い
が
、
現
在でも重要性をもった問題であることにかわりはない。私としては、給付内容別体系に立った上で、所得保障部門に
つ
い
て
は
、
以
前
に
試
論
を
発
表
し
て
い
る
が
、
こ
の
部
門
に
関
し
て
は
、
現
在
で
も
基
本
的
に
は
変
っ
て
い
な
い
。
私の体系づけについての基本的視点は、つぎの三点である。
（１）保障の全内容が社会保障の目的たる生活保障の観点から総合的、体系的に捉えられるものでなければならな
すの吊一ぐの。①冊）を秘めている反面、それが対応しようとする社会的実態も目まぐるしく変化し、結局、把握が困難な
き
わ
め
て
流
動
的
な
性
格
を
も
つ
こ
と
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
こ
の
体
系
化
は
、
上
記
憲
法
上
の
国
の
努
力
義
務
の
範
囲
を
画
す
る
た
め
に必要であるばかりか、堀木訴訟控訴審判決（大阪高判、昭和五○・一一・一○、判夕三三○号、判時七九五号）で
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
具
体
的
な
受
給
者
の
受
給
権
の
存
否
に
も
か
か
わ
る
重
要
性
を
も
つ
。
さ
ら
に
、
今
後
の
立
法
の
指
針
と
してこれを誘導する重要性をもつことにもなる。したがって、体系化は単なる講学上の必要からではなく、より現実
的
な
必
要
性
か
ら
放
置
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
問
題
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
過
去
い
ろ
い
ろ
の
体
系
化
や
体
系
論
、
さ
ら
に
こ
れ
を
め
ぐ
る
論
争
が
現
れ
た
。
後
に
も
ふ
れ
る
よ
う
に
、
従
来
の
“
↓､
｡
２
社会保障の法体系論
（
２
）
世
界
に
お
け
る
社
会
保
障
（
と
お
ぽ
し
き
も
の
）
の
発
展
の
動
向
を
見
定
め
る
こ
と
。
世
界
に
お
け
る
社
会
保
障
は
、
各
国
そ
れ
ぞ
れ
の
国
内
事
怡
に
応
じ
独
自
に
発
展
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
近
年
世
界
的
に
一
の
型
に
収
敵
す
る
傾
向
に
あ
り
、
ま
た
こ
の
こ
と
は
、
労
働
者
移
動
が
常
態
化
す
る
今
後
の
国
際
化
の
加
速
に
よ
っ
て
、
い
っ
そ
う
必
要
な
も
の
と
な
る
。
こ
の
場
合
、
ｌ
Ｌ
Ｏ
条
約
、
国連本部採択の条約その他社会保障の内容を誘導する国際的規範の動向を念頭におく必要がある。
（３）現状確認的なものではなく、将来の展製も織り込んだものであること。社会保障はその時点の国民の生活実
態
や
国
の
経
済
状
況
の
変
化
に
応
じ
、
つ
ね
に
生
成
、
流
動
、
発
展
す
べ
き
性
格
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
固
定
的
に
捉
え
ら
れ
て
は
な
ら
ず、採来の発展を見越したものでなければならない。
以
上
の
三
点
は
、
い
ず
れ
も
抽
象
的
で
、
一
応
の
も
の
で
あ
る
。
現
実
の
体
系
づ
け
は
容
易
で
は
な
い
が
、
以
下
、
ま
ず
私
な
り
の
全
社
会
保
障
法
体
系
に
つ
い
て
の
大
わ
く
と
し
て
の
構
想
を
提
示
す
る
。
つ
ぎ
に
、
そ
の
な
か
で
く
わ
し
い
具
体
的
な
分
析
が
私
と
し
て
ま（Ｉ）
だ未発表であった健康保障の分野について、その生成過程、具体的法体系、責任主体などについて論ずることとする。
（
１
）
佐
藤
進
「
社
会
保
障
法
の
体
系
と
構
造
」
岩
波
講
座
現
代
法
一
○
「
現
代
法
と
労
働
」
二
八
○
頁
（
２
）
荒
木
誠
之
、
「
社
会
保
障
法
」
（
ミ
ネ
ル
バ
、
昭
和
四
五
年
）
三
六
頁
以
下
（
３
）
籾
井
常
喜
、
「
社
会
保
障
法
」
（
総
合
労
働
研
究
所
、
昭
和
四
七
年
）
七
三
頁
以
下
。
こ
れ
に
対
す
る
荒
木
教
授
の
反
論
は
「
社
会
保
障
の
法体系と椛利」（「社会保陣の法的柵造」昭和充ハ年、櫛斐閣、一二五頁以下所収）
（４）私としては、すでに所得保障に関しては「社会保障法の法体系試論ｌ所得保障法を中心にｌ」（社会労働研究二三巻
一
号
、
昭
和
五
一
年
（
法
政
大
学
社
会
学
部
学
会
）
）
で
、
住
宅
保
障
に
関
し
て
は
「
住
宅
保
障
の
法
理
と
法
構
造
ｌ
社
会
保
障
法
原
理
か
らのアプローチー」（社会労働研究二九巻三・四号所収）、「住宅保障と法」（経済評論墹刊「国際居住年と川本の住鵬」
（八七年、九月）所収）で論じた。
３
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
一九一九年の創設の頃から、世界における社会保障の推進、整合化、連携化に取り組んできたＩＬＯがその全体構
造
を
示
し
た
の
は
、
一
九
四
四
年
に
採
択
し
た
二
つ
の
勧
告
、
す
な
わ
ち
、
所
得
保
障
勧
告
（
勧
告
六
七
号
）
、
お
よ
び
医
療
勧
告
（
勧
告六九号）であった。ここで社会保障は、所得保障と医療保障の二大部門に大別されることになる。この両部門をと
お
し
た
給
付
極
別
に
よ
っ
て
よ
り
具
体
的
に
示
し
た
の
が
、
一
九
五
二
年
の
「
社
会
保
障
の
最
低
基
準
に
関
す
る
条
約
」
（
一
○
二
号
条
私見によれば、社会保障法は、社会連帯原理および生存権原理に立脚し、すべての住民のすべての生活障害につい
て、社会ないし国家が統一的な保障をなす法制度である。しかし、その具体的な法制度領域の範囲を広く捉えれば、
公
衆
衛
生
や
公
害
防
止
法
、
さ
ら
に
道
路
整
備
そ
の
他
の
生
活
環
境
の
整
備
に
関
す
る
一
切
の
法
領
域
を
含
む
こ
と
に
な
ろ
う
。
さ
ら
に
、
国
民
主
権
の
法
治
国
家
に
お
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
法
律
が
国
民
生
活
確
保
に
関
連
し
、
し
た
が
っ
て
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
法
律
が
社
会
保
障
法
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
こ
れ
が
広
す
ぎ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
よ
う
な
捉
え
方
は
社
会
保
障
法
の
概
念
を
か
え
っ
て
不
明
確
な
ら
し
め
る
で
あ
ろ
う
。
社
会
保
障
法
は
、
要
す
る
に
、
生
活
保
障
に
つ
い
て
の
個
人
責
任
を
基
調
と
す
る
市
民
社
会
に
お
い
て
、
そ
の
個
人
責
任
で
は
対
応
で
き
な
い
生
活
部
面
に
つ
い
て
、
社
会
あ
る
い
は
国
家
が
意
図
的
に
そ
の
保
障
を
な
す
制
度
と
し
て
、
独
自
の
統
一
的
、
整
合
的
な
体
系
を
も
つ
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
社
会
保
障
の
制
度
体
系
と
し
て
、
い
ま
ま
で
の
有
力
な
捉
え
方
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
二
既
存
の
主
要
体
系
論
社会保障の法体系論
①
基
本
的
な
ニ
ー
ド
に
対
す
る
社
会
保
険
②
特
別
な
ケ
ー
ス
に
対
す
る
国
民
扶
助
③
基
本
的
な
も
の
に
付
加
す
る
も
の
と
し
て
の
任
意
保
険
①の基本的ニードとは、失業、労働不能、生計手段の喪失、退職、女子の結婚によって生ずるニード、葬祭費、児
５
重、疾病もしくは心身障害、の八種類で爺これが世に一一一口われる「揺篭から墓場まで」であるが、体系立てとしては、
約
）
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
掲
げ
ら
れ
た
の
は
、
医
療
、
疾
病
給
付
、
失
業
給
付
、
老
齢
給
付
、
業
務
災
害
給
付
、
家
族
給
付
、
出
産
給
付
、
障害給付、遺族給付、の九部門であった。
これが「社会保障入門」（Ｈロ〔『・Ｑｐａｏｐ８ｍ・口巴のの○日ご）』ａ巴・后匿》ＣｐＰ‐い）になると、つぎのような、保障
内容別の三部門に整理されている。
①
疾
病
、
出
産
、
業
務
災
害
、
失
業
、
障
害
、
老
齢
、
死
亡
に
よ
っ
て
生
じ
た
所
得
の
停
止
、
取
大
な
減
少
に
よ
る
経
済
的
、
社
会
(2)③
一
五
歳
な
い
し
二
企
し
た
包
括
的
な
保
健
、
リ
ハ
》
っの制度体系が示される。
②医療（日の臼８｝８『の）
③
児
童
扶
謎
家
族
に
対
す
る
補
助
金
支
給
捕
慨
①
疾
病
、
出
産
、
業
務
的
困
難
に
対
す
る
保
護
Ｗ・ベパリッジ構想
一五歳ないし一六歳以下の児童への児童手当の支給、⑪疾病の予防、治療ならびに労働能力の回復を目的と
包括的な保健、リハビリテーションの提供、⑪臓用の維持、の三つが別途確保される条件のもとに、つぎの一一一
仙
堀
木
訴
訟
控
訴
審
判
決
に
あ
ら
わ
れ
た
柵
想
①
疾
病
、
負
傷
、
分
娩
、
廃
疾
、
死
亡
、
老
齢
、
失
業
、
多
子
そ
の
他
生
活
困
窺
の
原
因
に
対
し
、
保
険
的
方
法
ま
た
は
直
接
公
の
負
担
に
よ
る
方
法
に
お
い
て
な
す
防
食
施
策
と
し
て
の
経
済
保
障
②
生
活
困
窮
に
陥
っ
た
者
に
対
す
る
国
家
扶
助
に
よ
る
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
保
障
す
る
救
貧
施
策
と
し
て
の
生
活
右
の
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
そ
れ
と
は
異
な
り
、
制
度
別
体
系
立
て
が
と
ら
れ
て
い
る
。
③
社
会
保
障
制
度
審
議
会
案
二
九
五
○
年
）
①疾病（予防を含む。）、負傷、分娩、および死亡についての社会保険
②
国
民
の
生
活
を
保
懇
す
る
最
後
の
施
策
と
し
て
の
国
家
扶
助
③公衆衛生（あまねく国民に対して体位の向上や疾病の予防を図るために行なう保健衛生活動のこと）
④
社
会
福
祉
（
国
家
扶
助
の
適
用
を
受
け
て
い
る
者
、
身
体
障
害
者
、
児
童
、
そ
の
他
援
識
育
成
を
要
す
る
者
が
自
立
し
て
そ
の
能
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
生
活
指
導
、
更
生
補
導
そ
の
他
の
援
護
育
成
を
行
う
こ
と
）
こ
れ
は
、
①
、
②
の
ベ
パ
リ
ッ
ジ
の
制
度
別
体
系
立
て
を
基
礎
と
し
て
、
そ
の
上
に
憲
法
二
五
条
二
項
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
制
度
を
加
えた独特の体系立てであるが、これがその後のわが国の社会保障体系の把握にかなりの影響を及ぼすことになる。
③
公
衆
衛
生
④
社
会
福
祉
保
障公衆
衛
生
お
よ
び
医
疲
６
社会保障の法体系論
｜（ｂ）生活不能給付法……現実の生活不能を対象
②
障
害
保
障
給
付
法
…
…
肉
体
的
精
神
的
機
能
の
障
害
に
起
因
す
る
生
活
上
の
障
害
を
対
象
この説は、従来の制度別体系論を、法的な吟味がないうえ、相互のどのような関連で社会保障法を構成しているか
の理論的検討もなされていないとして批判する。そして、これに代って、生活保障の要保障性の構造と程度を亜視し、
体系的認識は、生活保障を目的とする社会的諸給付を定める立法の目的と性格に即してなされるべきであるとして提
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
⑥
籾
井
説州柵州Ⅶ．Ⅶ．鰔失子生活危険↑生活危険給付｛Ⅲ馳馴幽
鮒綱能肋州鰍失Ｙ生活障害↑生活障害給付上川凹圃側醐日
生活困窮Ｉ↓生活不能↑生活不能給付－ｍ閂ＭＨＭＨＭ□
この説は、右の荒木説が排除する保障方法をなお重視し、それは要保障性の構造と程度に見合って規定されており、
(5)①
所
得
保
障
給
付
法
…
…
荒
木
説
－－（
ａ
）
生
活
危
険
給
付
法
…
…
労
働
不
能
に
よ
る
生
活
危
険
を
対
象
７
〔解説〕
前
節
に
み
た
有
力
な
体
系
立
て
を
大
別
す
れ
ば
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
型
の
保
障
内
容
別
体
系
立
て
（
保
障
機
能
別
体
系
立
て
）
と
、
ベ
パ
リ
ッ
ジ
型
の
保
障
制
度
別
体
系
立
て
が
あ
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
は
社
会
保
障
制
度
審
議
会
が
右
に
み
た
よ
う
な
形
で
後
者
を
引
き
継
ぎ
、
学
説
も
基
本
的
に
は
こ
れ
に
よ
り
、
す
な
わ
ち
社
会
保
険
と
公
約
扶
助
を
中
心
に
据
え
つ
つ
、
そ
れ
に
公
衆
衛
生
な
り
社
会
福
祉
な
り
を
配
し
て三分説ないし四分説をとる体系立てが多くみられてきた。そして体系論自体については別段ポレミックも展開され
（１）
制度の類型化は両者のからまりから試みられるべきｊＵのとした結果である。
社
会
保
障
法
は
、
つ
ぎ
に
三
部
門
か
ら
な
る
。
①所得保障法……なんらかの事由により、所得の喪失、減少、ないし中断の状態に陥り、または特別の支出の必
要
に
迫
ら
れ
、
生
活
が
不
能
な
い
し
困
難
と
な
っ
た
者
に
、
金
銭
給
付
を
行
う
法
制
②健康保障法：…・住民の健康を保障する法制
③
住
宅
保
障
法
…
…
住
民
の
住
居
を
保
障
す
る
法
制
（
１
）
籾
丼
、
前
掲
書
、
セ
ハ
頁
以
下
。
な
お
最
近
の
論
文
と
し
て
は
、
同
教
授
編
「
社
会
保
障
法
」
エ
イ
デ
ル
研
究
所
、
一
九
九
一
年
、
二
頁
以
下三
私
見
に
よ
る
体
系
８
社会保障の法体系論
ま
た
、
同
じ
内
容
の
給
付
を
す
る
の
に
い
か
な
る
方
法
を
と
る
か
は
、
制
度
の
立
て
方
と
し
て
、
す
な
わ
ち
立
法
論
的
に
重
要
で
あ
る
こ
と
は
現
在
で
も
同
じ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
、
制
度
別
体
系
論
の
存
在
意
義
が
消
滅
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
籾
井
教
授
が
保
障
方
法
の
砿
要
さ
を
強
調
し
て
い
る
の
も
わ
か
ら
ぬ
で
は
な
い
。
し
か
し
、
制
度
類
型
だ
け
の
体
系
立
て
で
は
、
社
会
保
障
の
全
容
把
握
に
ほ
と
ん
ど
無
価
値
で
あ
る
。
社
会
保
障
が
い
か
な
る
生
活
障
害
に
対
応
し
て
い
る
か
（
給
付
内
容
別
体
系
論
）
と
い
う
こ
と
と
、
社
会
保
障
が
い
か
な
る
方
法
で
給
付
を
な
す
の
か
（
制
度
別
体
系
論
）
と
い
う
こ
と
と
で
は
、
前
述
の
私
の
第
一
の
視
点
か
ら
は
、
前
者
が
よ
り
適
切
な
体
系立てとなる。
ポ
レ
ミ
ッ
ク
が
起
こ
っ
た
の
は
、
荒
木
教
授
に
よ
る
制
度
別
体
系
論
へ
の
批
判
と
、
保
障
内
容
別
体
系
立
て
（
教
授
は
「
給
付
の
法
的
性
質
・
機
能
に
応
じ
た
体
系
論
」
と
さ
れ
る
。
）
の
提
示
を
契
機
と
し
、
こ
れ
に
対
す
る
籾
丼
教
授
が
批
判
、
応
対
し
た
こ
と
に
よ
る
。
折
し
も
堀
木
訴
訟
控
訴
審
判
決
が
出
て
議
論
は
い
っ
そ
う
の
現
実
味
を
帯
び
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ポ
レ
ミ
ッ
ク
の
中
心
は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
社
会
保
障
の
体
系
立
て
を
す
る
場
合
、
保
障
方
法
な
い
し
手
段
と
保
障
内
容
な
い
し
目
的
の
い
ず
れ
を
重
視
す
る
か
で
あ
る
。
そ
の
保
障
方
法
と
は
社
会
保
障
生
成
期
に
お
い
て
は
、
端
的
に
、
公
的
扶
助
と
社
会
保
険
の
二
種
の
み
で
あ
っ
た
。
し
か
も
こ
の
二
つ
は
、
そ
の
源
流
と
制
度
や
そ
の
も
と
で
の
給
付
の
本
質
を
ま
っ
た
く
異
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
体
系
立
て
と
い
う
と
き
、
こ
の
性
格
上
顕
著
な
対
比
を
見
せ
る
制
度
類
型
に
瀞
日
さ
れ
た
の
は
無
理
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
ベ
バ
リ
ッ
ジ
が
社
会
保
険
を
中
心
と
す
る
体
系
立
て
を
し
た
の
は
、
彼
が
、
給
付
を
無
拠
出
制
と
す
る
か
拠
出
制
と
す
る
か
を
最
重
要
視
し
て
い
た
こ
と
の
帰
結
と
も
さ
ら
に
、
社
会
保
障
出
現
当
時
に
は
鮮
明
で
あ
っ
た
両
制
度
の
存
在
と
性
格
的
な
差
は
、
そ
の
後
次
第
に
薄
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
社
会
保
険
の
公
的
扶
助
化
」
あ
る
い
は
、
「
保
険
か
ら
保
障
へ
」
の
現
象
は
両
制
度
の
差
異
を
不
鮮
明
な
も
の
と
し
た
（
国
庫
（１）
みられる。
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
９
か
っ
て
は
社
会
保
障
と
い
え
ば
明
確
に
限
ら
れ
て
い
た
二
つ
の
制
度
が
い
ま
や
多
様
化
し
、
流
動
化
し
、
例
え
ば
基
礎
年
金
の
財
源
を
全
額
国
庫
負
担
化
す
る
な
ど
の
立
法
論
も
出
さ
れ
て
、
将
来
的
に
は
無
限
の
制
度
類
型
が
予
想
さ
れ
、
制
度
の
類
型
化
自
体
が
困
難
と
な
ろ
う
。
こ
う
な
る
と
、
こ
の
体
系
立
て
自
体
が
無
意
味
化
す
る
ば
か
り
か
、
困
難
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
私
の
立
場
か
ら
は
、
基
本
的
に
は
Ｉ
Ｌ
Ｏ
、
荒
木
説
の
、
給
付
内
容
別
体
系
立
て
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
制
度
別
体
系
立
て
は
、
副
次
的
な
意
味
し
か
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
荒
木
説
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
二
大
部
門
の
一
と
し
て
、
ま
ず
所
得
保
障
給
付
部
門
を
設
定
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
の
生
活
危
険
給
付
、
生
活
不
能
給
付
へ
の
細
分
に
は
疑
問
が
あ
る
が
、
そ
れ
ｎ
体
と
し
て
は
問
題
は
な
い
。
社
会
保
障
が
こ
こ
か
ら
出
発
し
た
こ
と
は
明
瞭
な
歴
史
的
事
実
で
、
一
九
四
四
年
に
出
さ
れ
た
ｌ
Ｌ
Ｏ
の
二
つ
の
勧
告
の
う
ち
の
所
得
保
障
勧
告
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
二
の
部
門
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
「
金
銭
給
付
に
よ
る
所
得
保
障
を
面
接
に
目
的
と
せ
ず
、
労
働
能
力
Ⅱ
所
得
能
力
の
殴
柧
に
対
し
て
、
そ
の
回
復
を
図
り
、
正
常
な
生
活
能
力
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
給
付
部
門
」
で
、
「
傷
病
に
対
す
る
医
療
（
Ⅱ
医
療
給
（３）
付）、リハビリ一アーション、保健給付（Ⅱ疾病予防給付）」が内容となる。要するに広い意味での医療部門で、ＩＬＯ
負担率四割に総額一割の財政調整交付金の加わった現在の国民健康保険は、はたして「保険」か。）。また、同じ保険
で
も
財
政
方
式
を
俄
立
主
義
を
と
る
か
、
賦
課
主
義
を
と
る
か
で
、
給
付
の
性
格
に
大
き
な
差
が
川
る
（
後
者
は
公
的
扶
助
的
性
格
が
楓
厚
と
な
る
）
。
さ
ら
に
両
制
度
の
中
間
に
社
会
手
当
と
呼
ば
れ
る
給
付
が
出
現
し
て
混
乱
を
拡
大
す
る
。
こ
の
一
口
に
社
会
手
当
と
呼
ば
れ
る
も
の
も
、
財
源
は
多
様
で
あ
り
、
ま
た
、
精
千
の
受
給
者
の
拠
出
を
求
め
る
も
の
も
あ
る
（
ハ
五
年
改
正
前
の
国
民
年
金
法
上
の
抓
祉
年
金
は
、
特
別
支
給
の
も
の
に
は
拠
出
は
不
要
で
あ
る
が
、
一
般
の
６
の
に
は
拠
出
が
必
要
で
あ
る
。
後
者
は
、
類
型
的
に
は
、
社
会
保
険
と
社
会
手
当
と
の
中
間
で
あ
ろ
う
。
）
。
こ
れ
ら
を
十
把
ひ
と
か
ら
げ
的
に
社
会
保
険
と
か
社
会
手
当
と
か
で
把
握
す
る
こ
と
は
も
は
（２）
や
無
意
味
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
1０
社会保障の法体系論
（４）
六九号勧告に対応するＪＵのを「生活障害を除去する給付」と捉え、障墾ロ保障給付と名づけられたものである。これは
所得保障とならんで社会保障における車の両輪をなすものである。傷病に関するＩＬＯの条約、勧告の軌跡を辿ると
き、最初の条約である二四号、二五号条約（一九二七年）では、所得保障たる疾病給付が中心で、医療は従たる位置（５）
におかれていたのが、勧生ロ二九号（同年）を経て一九四四年の勧告では、この両輪が並列して配置されたわけである。
名称はともかく、実質的には荒木説はこの両輪を二大部門として配置しているわけで、国際的基準にもかなったも
のとして、この部門を立てられたこと自体、了解することができる。問題は、穀損した所得能力の回復、正常な生活
能力の維持、というその概念の消極さにある。リハビリテーション、保健給付が配されてはいるが、ここには医療と
しては〃修復医療〃（２『目『の日のＳＱｐの）しか念頭におかれていないように見受けられる。これはＩＬＯの医療保護
の観念としては初期のものに属する。前記ＩＬＯ二四号条約ではまだ素朴なｎ日目ぐの日のｓＱｐのの観念しかもってい
なかったが、同じ会期で採択された二九号勧告になると予防的医療（Ｒのぐの目ぐの日のｓＱｐの）があらわれており、そ
れ
が
六
九
号
勧
告
に
な
る
と
明
確
に
医
療
の
一
分
野
と
し
て
確
立
し
、
一
○
二
号
条
約
（
一
九
五
二
年
）
か
ら
一
三
○
号
条
約
（
一
九
六
九
年
）
へ
と
ひ
き
継
が
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
一
三
○
号
条
約
で
は
、
医
療
内
容
に
医
療
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
入
っ
た
。
こ
う
し
て、医療は、予防的医療、治療的医療、リハビリテーションの一一一要素が揃い、ここに包括医療（８ｐ】耳の可の。の】『の
（６）
（７）
日のＱ】Ｑｐの）の観念と骨格ができたわけである。そしてこれがわが国では「医療保障」の観念ともなって社会保障体
系
の
中
に
組
み
込
ま
れ
る
傾
向
を
示
す
。
Ｉ
Ｌ
Ｏ
基
準
か
ら
み
た
社
会
保
障
に
お
け
る
医
療
の
観
念
の
発
展
は
以
上
の
ご
と
く
で
、
単
な
る
修
復
か
ら
、
予
防
、
さ
ら
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
を
含
め
て
、
要
す
る
に
病
気
に
か
か
る
こ
と
を
ま
ず
防
ぎ
、
い
っ
た
ん
罹
患
し
た
場
合
は
治
療
か
ら
社
会
復
帰
ま
で
の
配
慮
を
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
動
向
の
い
き
着
く
と
こ
ろ
、
も
う
一
段
の
進
展
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
11
れ
は
、
単
に
予
防
と
い
う
病
気
に
対
す
る
消
極
的
な
姿
勢
で
は
な
く
、
よ
り
槻
極
的
な
健
康
増
進
へ
の
取
組
み
で
あ
る
。
そ
れ
は
病
気
の
椛
忠
と
か
回
復
と
か
の
次
元
を
越
え
て
、
と
も
か
く
人
間
の
幸
せ
の
根
源
で
あ
る
健
康
そ
の
も
の
の
保
障
と
い
う
観
念
に
ゆ
き
溝
く
べ
き
必
然
性
が
あ
る
。
こ
こ
に
現
れ
る
の
が
健
康
保
障
の
観
念
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
応
す
る
権
利
概
念
が
「
健
康
権
」
で
、
ま
だ
未
確
定
で
あ
る
が
す
で
に
提
唱
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
後
に
詳
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
健
康
保
障
は
、
人
口
の
都
市
染
中
化
、
各
柧
公
諜
の
発
生
そ
の
他
社
会
の
進
歩
に
伴
う
社
会
的
要
因
に
よ
る
健
康
阻
害
が
顕
著
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
強
く
求
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れが、私が第二の柱として「健康保障」をたてた所以である。その内容は後述するが、さきに述べた包括医猟にこの
健
康
阻
害
要
因
の
排
除
を
は
じ
め
、
よ
り
欄
極
的
な
健
康
墹
進
策
が
内
容
と
し
て
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。
以
上
、
所
得
保
障
、
健
康
保
障
の
二
大
分
野
を
擁
し
て
出
現
し
た
社
会
保
障
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
み
た
の
で
あ
る
が
、
で
は
、
今
日
の
人
々
の
生
活
状
況
の
も
と
で
、
社
会
保
障
を
中
心
と
す
る
生
活
保
障
の
観
点
か
ら
、
こ
の
二
つ
の
保
障
領
域
だ
け
で
足
り
る
か
と
な
る
と
、
当
然
疑
問
が
起
こ
る
。
も
と
よ
り
人
々
の
生
活
の
す
べ
て
の
側
面
を
社
会
保
障
が
カ
バ
ー
す
る
も
の
で
は
な
い
し
、
ま
た
そ
う
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
前
述
の
よ
う
に
、
人
々
の
保
障
を
要
す
る
生
活
範
朋
は
無
限
の
広
が
り
を
も
つ
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
反
面
、
時
代
の
進
展
と
と
も
に
社
会
保
障
の
な
か
に
医
療
が
登
場
し
、
そ
れ
が
医
療
保
障
へ
と
、
さ
ら
に
私
見
で
は
健
康
保
障
へ
と
発
展
を
見
せ
た
よ
う
に
、
そ
の
保
障
領
域
は
決
し
て
固
定
的
な
も
の
と
は
解
さ
れ
な
い
。
他
方
で
人
々
の
生
活
活
動
が
活
発
化
し
、
発
腰
す
る
に
つ
れ
て
、
そ
こ
に
新
し
い
ニ
ー
ズ
も
生
み
出
さ
れ
て
ゆ
く
。
社
会
保
障
は
、
こ
の
よ
う
な
人
々
の
新
た
な
生
活
状
況
の
変
化
に
伴
う
新
た
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
を
迫
ら
れ
る
。
そ
し
て
と
く
に
わ
が
国
に
お
い
て
登
場
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
は
、
住
宅
保
障
で
ある。もと
も
と
「
住
」
は
「
衣
・
食
・
住
」
と
し
て
生
活
の
三
大
要
素
で
あ
る
。
そ
し
て
社
会
保
障
は
人
々
の
生
活
保
障
の
中
心
と
な
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
住
宅
保
障
は
当
然
に
社
会
保
障
の
な
か
に
位
慨
づ
け
ら
れ
て
し
か
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
と
く
に
1２
社会保障の法体系論
わ
が
国
の
よ
う
に
、
島
国
で
、
限
ら
れ
た
土
地
に
多
く
の
人
口
を
抱
え
て
い
る
こ
と
自
体
、
住
宅
難
を
必
然
化
す
る
が
、
そ
こ
へ
経
済
の
進
展
と
と
も
に
生
じ
た
人
口
の
第
市
集
中
化
は
、
都
市
部
に
お
け
る
住
宅
難
を
益
々
深
刻
化
し
て
い
る
。
こ
の
わ
が
国
の
住
宅
難
は
、
世
界
的
に
み
て
も
際
立
っ
た
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
わ
が
国
独
特
の
状
況
の
も
と
で
は
、
社
会
保
障
の
な
か
に
住
宅
保
障
を
加
え
な
い
こ
と
は
、
そ
れ
を
ま
こ
と
に
不
十
分
な
も
の
た
ら
し
め
る
。
従
来
、
住
宅
保
障
を
社
会
保
障
か
ら
除
外
し
て
い
た
の
は
、
緊急度において「衣」、「食」の方が高かったからであろうが、これが一応の水準に達し、反面、経済の進展によって
住
宅
難
の
深
刻
さ
が
顕
著
と
な
る
に
つ
れ
、
住
宅
保
障
を
社
会
保
障
の
な
か
に
組
み
入
れ
る
必
要
が
生
ず
る
。
こ
れ
が
、
社
会
保
障
の
な
か
の
第
三
の
領
域
と
し
て
住
宅
保
障
を
加
え
た
理
由
で
あ
る
。
（
１
）
ペ
パ
リ
ッ
ジ
・
レ
ポ
ー
ト
二
一
項
の
「
拠
出
と
ひ
き
か
え
に
給
付
が
な
さ
れ
る
ほ
う
が
、
国
か
ら
た
だ
で
手
当
を
う
け
る
よ
り
は
、
英
国
民の希望するところである。」、「拠出者の資力には関係なく行われる拠出として、給付の費用の大部分が支払われるこ
と
は
、
資
力
に
関
係
な
く
行
わ
れ
る
給
付
に
対
す
る
確
固
た
る
根
拠
で
あ
る
」
が
ペ
パ
リ
ッ
ジ
の
拠
出
制
の
論
拠
で
あ
る
。
（
２
）
堀
木
訴
訟
控
訴
群
判
決
が
古
典
的
分
類
に
よ
れ
な
つ
か
っ
た
の
は
、
社
会
手
当
が
新
た
に
生
成
し
た
こ
と
が
一
因
と
み
ら
れ
る
。
本
判
決
の
批
判
は
、
高
藤
、
「
判
例
に
現
れ
た
社
会
保
障
法
の
体
系
」
（
判
タ
三
三
三
号
所
収
）
で
行
な
っ
た
。
制
度
の
多
様
化
と
と
も
に
社
会
保
障
給付受給権の性格も多様化する。年金の性格の多様性については、高藤、「権利構造からみた年金体系と今後の課題」
石本ほか編「社会保障の変容と展望」（勁草書房、一九八五）所収参照。
（
３
）
荒
木
前
掲
聾
、
五
○
頁
、
五
九
頁
以
下
（
４
）
荒
木
前
掲
書
、
五
○
頁
（５）この点のＩＬＯ基準の進展の軌跡については、高藤、「医療・疾病給付」秋田成就編「国際労働基準とわが国の社会
法」（法政大学現代法研究所叢書８、一九八七年）二九四頁以下所収参照。
（６）高藤同右、三○八頁以下参照。
1３
ｌ
医
療
費
保
障
か
ら
健
康
保
障
へ
ｌ
本
節
に
お
い
て
は
、
前
節
で
き
わ
め
て
簡
略
に
の
べ
た
医
療
に
つ
い
て
の
社
会
保
障
の
医
療
費
保
障
か
ら
健
康
保
障
へ
の
展
開
過
程
を
よ
り
詳
し
く
説
明
し
、
そ
の
内
容
を
よ
り
具
体
的
に
把
握
す
る
こ
と
と
す
る
。
医
療
に
つ
い
て
の
ｌ
Ｌ
Ｏ
基
準
、
し
た
が
っ
て
国
際
基
準
発
展
の
軌
跡
を
み
れ
ば
、
ｌ
Ｌ
Ｏ
の
疾
病
、
医
療
に
関
す
る
最
初
の
条
約
で
あ
る
二
四
号
条
約
で
は
、
す
で
に
社
会
保
険
方
式
の
も
と
で
現
物
給
付
（
医
師
に
よ
る
治
療
、
薬
剤
、
治
療
材
料
の
支
給
）
を
椛
利
と
し
て
保
障
し
て
い
た
（
四
条
一
項
）
。
し
か
し
保
険
方
式
は
も
と
も
と
継
済
保
障
（
Ⅱ
金
銭
給
付
）
に
適
合
的
な
制
度
で
あ
る
た
め
、
傷
病
に
関
し
て
は
、
世
界
的
に
は
金
銭
給
付
た
る
疾
病
給
付
に
、
点
を
お
い
た
制
度
と
し
て
出
発
す
る
。
わ
が
国
の
健
康
保
険
が
制
定
時
か
ら
現
物
給
付
を
原
則
と
し
て
出
発
し
た
の
は
、
政
府
ま
た
は
他
康
保
険
組
合
が
病
院
の
設
慨
、
専
凪
医
、
隅
託
医
を
お
く
と
き
は
、
完
全
な
治
療
が
期
待
で
き
る
と
い
う
現
物
給
付
独
自
の
メ
リ
ッ
ト
も
考
慮
さ
れ
て
い
る
が
、
多
分
に
仮
病
に
よ
る
不
正
受
給
、
あ
る
い
は
給
付
ざ
（１）
れ
た
金
銭
の
医
療
以
外
の
川
途
へ
の
流
用
を
お
そ
れ
た
た
め
で
あ
っ
た
（
そ
の
お
そ
れ
の
な
い
分
娩
費
は
現
金
給
付
）
。
世
界
的
に
、
こ
Ｈ
健
康
保
障
概
念
の
生
成
過
程
（
７
）
こ
の
観
念
は
多
義
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
詳
し
く
は
後
述
に
譲
り
、
と
り
あ
え
ず
は
「
国
民
の
健
康
の
維
持
・
墹
進
・
回復を目的として、そのために傷病などの予防と、万一傷病にかかった場合にはそれを治椒し、後遺症などについては
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
自
立
を
援
助
す
る
こ
と
な
ど
を
す
べ
て
の
国
民
に
保
障
す
る
社
会
的
し
く
み
」
（
労
働
旬
報
社
、
「
社
会
保
隊社会橘祉班典」一六二頁（佐藤進、久塚純一氏執飛分））の理解によっておく。
四
健
康
保
障
の
概
念
と
体
系
Ⅱ
の
制
度
の
出
発
当
初
は
、
「
も
と
も
と
医
旅
給
付
は
、
一
般
開
業
医
の
簡
単
な
診
断
を
受
け
て
薬
瓶
を
伐
う
以
上
の
こ
と
を
ほ
と
ん
ど
意
（ソ】）
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
が
利
川
可
能
な
の
は
被
保
険
者
だ
け
で
あ
っ
た
」
わ
け
で
、
人
々
の
健
康
保
障
の
壱
う
え
で
は
た
す
現
物
給
付
の
深
い
意
義
が
理
解
さ
れ
た
う
え
で
の
制
度
で
あ
っ
た
と
は
解
し
が
た
い
。
現
物
給
付
は
現
金
に
代
え
て
給
付
さ
れ
る
と
い
う
意
味
を
大
き
く
出
る
も
の
で
は
な
く
、
す
な
わ
ち
一
の
現
金
給
付
の
変
形
に
ほ
か
な
ら
ず
、
こ
の
現
金
給
付
形
態
Ⅱ
医
療
費
保
障
Ⅱ
経
済
保
障
は
社
会
保
険
制
度
に
お
け
る
医
療
の
も
っ
と
も
原
初
的
な
制
度
と
し
て
、
現
在
で
も
フ
ラ
ン
ス
に
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
給
付
形
態
は
、
社
会
保
障
に
お
け
る
医
療
が
、
い
ま
だ
〃
修
復
医
療
〃
の
観
念
を
脱
し
て
い
な
か
っ
た
段
階
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
医
療
澱
負
拠
の
大
き
さ
か
ら
、
そ
れ
な
り
に
亜
要
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
医
療
は
、
病
気
に
樅
忠
し
て
か
ら
治
癒
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
以
前
に
、
病
気
に
か
か
る
こ
と
向
体
を
予
防
す
る
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
。
さ
ら
に
ま
た
、
病
気
の
治
癒
の
後
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
、
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
や
社
会
復
帰
訓
練
（
各
械
リ
ハ
ビ
リテーション）も重要なことである。こうして、医療は、修復医療から、事前の予防（Ｃ「の『８口ぐの日の臼９口の）から事
後のリハビリテーションまでの捕悩を包括した体系的、総合的な包括医療（８日□『のけのロ⑪弓の日の＆９コ⑩）へと発展する
必
然
性
を
内
蔵
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
が
単
に
理
論
と
し
て
で
な
く
、
現
実
に
も
各
国
に
お
け
る
発
展
の
軌
跡
と
し
て
現
れ
、
そ
れ
が
前
節
で
の
ｌ
Ｌ
Ｏ
条
約
、
勧
告
の
描
い
た
軌
跡
で
も
あ
っ
た
。
▲岡『言口
系
》
」
の
よ
う
な
医
療
の
内
在
的
発
展
形
態
と
し
て
現
れ
た
包
括
医
療
が
、
医
療
費
保
障
か
ら
脱
し
た
「
医
療
保
障
」
の
概
念
の
中
心
を
な
体法
す
も
の
で
あ
っ
て
、
理
念
と
し
て
は
、
病
気
の
治
癒
か
ら
健
康
保
障
へ
の
発
展
を
遂
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
予
防
的
医
療
面
の障の
重
視
に
と
く
に
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
（
こ
の
こ
と
は
、
結
果
的
に
制
度
運
営
費
の
節
減
に
つ
な
が
る
）
。
予
防
と
は
、
病
気
か
ら
の
保会
人
々
の
保
全
、
す
な
わ
ち
健
康
保
障
に
つ
な
が
る
か
ら
で
あ
る
。
社
し
か
し
、
健
康
保
障
の
概
念
は
、
こ
の
よ
う
な
人
々
の
病
気
か
ら
の
保
全
、
平
易
に
い
え
ば
、
人
々
を
病
気
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す
1５
る
と
い
う
消
極
的
な
も
の
と
し
て
の
み
捉
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
よ
り
秋
極
的
に
、
人
々
の
幸
せ
の
根
源
と
し
て
の
健
康
そ
の
も
の
を
増
進
す
る
と
い
う
意
味
あ
い
を
も
つ
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
は
や
病
気
に
樅
る
、
掘
ら
な
い
の
次
元
の
問
題
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
理
念
を
明
瞭
に
示
す
の
が
一
九
四
八
年
創
設
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ
懸
章
で
あ
る
。
その序文は、すべての人民の幸福と円満な関係と安全の基礎として、つぎの九原則を掲げる。
①
他
康
と
は
、
完
全
な
肉
体
的
、
糖
神
的
及
び
社
会
的
福
祉
の
状
態
で
あ
り
、
単
に
疾
病
ま
た
は
病
弱
の
存
在
し
な
い
こ
と
で
は
な
②
到
達
し
う
る
最
高
基
準
の
健
康
を
享
有
す
る
こ
と
は
、
人
秘
、
宗
教
、
政
治
的
信
念
ま
た
は
経
済
的
も
し
く
は
社
会
的
条
件
の
差
別
な
し
に
万
人
の
有
す
る
基
本
的
権
利
の
一
で
あ
る
。
③すべての人民の健康は、平和と安全を達成する基礎であり、個人と国家の完全な協力に依存する。
④
あ
る
国
が
健
康
と
保
護
を
達
成
す
る
こ
と
は
、
す
べ
て
の
国
に
対
し
て
価
値
を
有
す
る
。
⑤健康の増進と疾病、特に伝染病の抑制が諸国間において不均等に発達することは、共通の危険である。
⑥児童の健全な発育は、基本的重要性を有し、変化する全般的環境の中で調和して生活する能力は、このような
発
育
に
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
⑦
医
学
的
お
よ
び
心
理
学
的
知
識
並
び
に
こ
れ
に
関
係
の
あ
る
知
識
の
恩
恵
を
す
べ
て
の
人
民
に
及
ぼ
す
こ
と
は
、
健
康
の
完
全
な
達
成
の
た
め
に
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
⑧公衆が鞘通した意見を持ちかつ獄極的に協力することは、人民の健康を向上する上にもっとも亜要である。
⑨
各
国
政
府
は
、
自
国
民
の
健
康
に
関
し
て
寅
任
を
有
し
、
こ
の
責
任
は
、
十
分
な
保
健
的
及
び
社
会
的
措
個
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
果
す
こ
と
が
で
き
る
。
い
◎
1６
社会保障の法体系論
（
１
）
労
働
環
境
の
労
働
者
の
健
康
へ
の
恕
影
瀞
一日の大半を勤務先の職場ですごす労働者にとって、その職場の勤務時間、労働強度、安全・衛生状態など、要す
る
に
職
場
環
境
が
そ
の
身
体
的
・
精
神
的
健
康
状
態
に
影
響
が
大
き
い
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
が
い
わ
ゆ
る
職業病その他業務上疾病としての明確な疾病に至らなくても、暗黙のうちに職場環境、労働環境が労働者の身体的、
精
神
的
健
康
状
態
に
つ
ね
に
悪
影
響
を
与
え
て
お
り
、
こ
れ
が
一
見
し
て
私
傷
病
の
よ
う
に
見
え
る
疾
病
を
誘
発
す
る
根
源
と
な
る
。
か
（４）
っ
て
大
河
内
教
授
は
、
と
く
に
疾
病
の
場
合
の
業
務
上
、
外
の
判
定
の
困
難
さ
を
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
点
で
〈
７
日
と
く
に
注
目
さ
以
上
の
原
則
は
、
当
然
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
固
有
の
原
則
も
あ
る
が
、
社
会
保
障
の
理
念
を
示
す
も
の
が
多
い
。
ま
ず
第
一
原
則
で
、
さ
き
に
み
た
よ
う
に
、
健
康
と
は
単
に
疾
病
や
病
弱
の
状
態
の
な
い
こ
と
を
い
う
の
で
は
な
い
こ
と
、
第
二
原
則
で
、
そ
の
よ
う
な
意
味
で
の
健
康
の
最
高
基
準
の
享
有
は
万
人
の
基
本
的
権
利
で
あ
る
こ
と
、
第
七
原
則
で
健
康
教
育
の
重
要
性
の
指
摘
、
第
九
原
則
で
、
自
国
民
の
健
康
に
関
す
る
国
家
責
任
の
宣
明
と
、
そ
の
内
容
と
し
て
の
保
健
的
、
社
会
的
措
置
を
と
る
こ
と
の
義
務
づ
け
、
が
こ
れ
で
あ
る
。
これを要するに、病気とか病弱とかを超越した、最高状態における健康そのものの享有についての万人の権利と、
そ
れ
を
達
成
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
国
家
責
任
が
こ
こ
で
宣
言
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
後
者
は
、
わ
が
憲
法
上
は
二
五
条
一
項
の
「
健
康な」最低限度の生活保障条項のなかにすでに表現としても入っているところである。また健康権概念はまだ公認さ
（３）
れ
て
は
い
な
い
が
、
概
念
と
し
て
提
起
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
医
療
（
費
）
保
障
か
ら
健
康
保
障
へ
の
発
展
を
も
た
ら
す
も
の
は
、
以
上
の
よ
う
な
医
療
の
発
展
の
内
在
的
必
然
性
だ
け
で
は
な
く
、
健
康
破
壊
に
社
会
的
要
因
が
大
き
く
作
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
事
実
ｌ
外
在
的
フ
ァ
ク
タ
ー
ｌ
も
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
は
個
人
に
対
す
る
労
働
環
境
上
の
影
響
と
、
私
生
活
上
の
環
境
変
化
の
影
響
の
両
面
か
ら
考
え
ら
れ
る
。
1７
（
２
）
一
般
的
環
境
破
壊
の
影
響
資
本
主
義
経
済
の
発
展
に
伴
い
、
そ
の
マ
イ
ナ
ス
面
で
の
副
産
物
と
し
て
の
産
業
公
害
、
都
市
公
害
な
ど
の
公
害
現
象
が
顕
著
と
な
り
、
こ
れ
が
人
々
の
健
康
に
大
き
な
恕
彫
瀞
を
及
ぼ
す
。
特
定
企
業
、
特
定
企
業
災
団
か
ら
排
泄
さ
れ
る
公
諜
の
猛
威
は
死
荷
さ
え
も
出
し
て
い
る
が
、
そ
こ
ま
で
に
い
た
ら
な
く
て
も
産
業
社
会
の
進
展
に
伴
う
人
口
の
都
市
集
中
化
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
生
活
の
悪
条
件
を
誘
発
し
、
住民の健康状態を悪化させている。
㈹都市公害……大気汚染、騒汗、振動などの典型公害のほか、日照不足なども加わり、当然、住民の他殿を阻害
れ
る
べ
き
は
最
近
墹
加
し
て
い
る
過
労
死
で
あ
る
。
中
間
管
理
職
肘
を
中
心
と
し
て
発
生
し
て
い
る
こ
の
現
象
は
、
従
来
私
傷
病
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
の
が
、
よ
う
や
く
労
働
災
害
扱
い
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
過
労
が
労
働
者
を
死
に
追
い
や
る
過
労
「
死
」
の
ケ
ー
ス
は
よ
く
よ
く
の
場
合
で
あ
っ
て
氷
山
の
一
角
に
過
ぎ
ず
、
今
日
の
よ
う
な
労
働
強
化
の
時
代
に
は
、
労
働
者
、
と
く
に
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
な
い
し
中
間
管
理
職
層
の
大
部
分
は
過
労
状
態
に
あ
り
、
こ
れ
が
「死」にまではいたらなくともその直前にまで労働者の健康状態を恕化せしめていることは容易に想像できることで
あ
る
。
そ
れ
に
は
お
そ
ら
く
肉
体
的
疲
労
の
ほ
か
今
日
で
は
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
胸
や
中
間
管
理
職
肘
の
家
庭
に
ま
で
持
ち
こ
ま
れ
る
柄
神
的
ス
ト
レ
ス
の
蓄
枇
も
大
き
く
作
川
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
(c） (1)） する。
ヅ〈〉ｏ交
通
難
…
…
住
宅
難
と
も
関
連
す
る
が
、
都
市
に
お
け
る
住
宅
の
ス
プ
ロ
ー
ル
化
現
象
に
よ
る
通
勤
時
間
の
長
時
間
化
と
満
員
電
住宅難……「高」、「遠」、「狭」に示される居住条件の悪化は労働者の毎日の労働による疲労の回復を困難とす
1８
社会保障の法体系論
こ
こ
で
医
旅
保
障
と
は
、
右
に
み
た
よ
う
な
事
前
予
防
か
ら
駆
後
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
至
る
ま
で
の
包
括
医
派を、そのものとして、現物給付の形で提供することである。
事
前
予
防
が
き
わ
め
て
並
要
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の
具
体
的
内
容
は
老
人
保
健
法
に
よ
っ
て
か
な
り
実
現
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
八
二
年
制
定
の
同
法
は
、
老
人
医
療
に
一
部
負
担
を
復
活
す
る
と
い
う
後
退
面
を
も
つ
反
面
、
進
歩
的
側
面
と
し
て
、
四
○
歳
以
上
の
者
を
対
象
と
し
て
、
医
療
以
外
の
、
い
わ
ゆ
る
ヘ
ル
ス
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
設
け
た
が
、
こ
の
な
か
で
、
つ
ぎ
の
も
の
が
予
防
措
置
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
以
上
、
社
会
保
障
が
、
人
々
の
疾
病
あ
る
い
は
病
弱
と
い
っ
た
病
的
状
態
に
つ
い
て
、
ま
ず
そ
の
回
復
の
た
め
の
経
済
保
障
Ｔ
修
復
医
療
）
、
そ
こ
か
ら
そ
の
事
前
の
予
防
と
事
後
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
至
る
包
括
医
療
そ
の
も
の
の
提
供
と
し
て
の
医
療
保
障
に
進
展
し
、
こ
こ
か
ら
さ
ら
に
病
的
状
態
と
か
か
わ
り
な
し
に
健
康
そ
の
も
の
の
増
進
（
Ⅱ
健
康
保
障
）
へ
と
発
展
す
る
必
然
性
、
そ
の
内
在
的
、
外
在
的
要
因
を
説
明
し
た
。
そ
の
進
展
を
根
底
に
お
い
て
支
え
る
も
の
は
、
生
存
権
原
班
な
い
し
社
会
連
帯
原
理
で
あ
る
。
口
健
康
保
障
の
内
容
健
康
保
障
の
具
体
的
内
容
は
以
上
の
よ
う
な
健
康
保
障
概
念
の
出
現
過
程
か
ら
あ
き
ら
か
に
さ
れ
る
も
の
で
、
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
な
三領域として捉えられる。
Ⅲ
医
療
保
障
叩
に
よ
る
毎
日
の
通
勤
は
、
労
働
者
の
疲
労
を
蓄
枇
す
る
。
㈹遊休緑地の減少……とくに子供の体力の低下をもたらす。「もやしっ子」、「体位に伴わない体力」の問題が発
生している。
1９
医療保障の一環としての健康診査もこれを範として実施されなければならないが、さらに重要なことは、この措置
は
単
に
四
○
歳
以
上
の
住
民
だ
け
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
住
民
に
及
ぼ
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
事
後
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
は
、
老
人
保
健
法
は
、
機
能
訓
練
（
疾
病
、
負
傷
等
に
よ
り
心
身
の
機
能
が
低
下
し
て
い
る
者
に
対
し
そ
の
維
持
回
復
を
図
り
、
日
常
生
活
の
自
立
を
助
け
る
た
め
の
訓
練
。
同
法
一
八
条
）
と
、
訪
問
指
導
（
疾
病
、
（
１
）
健
康
手
帳
の
交
付
…
…
健
康
診
査
の
記
録
そ
の
他
老
後
に
お
け
る
健
康
保
持
の
た
め
に
必
要
な
事
項
を
記
載
し
て
、
自
ら
の
健
康
管
理
と
適
切
な
医
療
の
確
保
を
図
る
も
の
（
同
法
一
二
、
一
三
条
）
（２）健康教育……心身の健康についての自覚を高め、かつ、心身の健康に関する知識を普及啓発するために行われ
る
指
導
お
よ
び
教
育
（
同
法
一
二
、
一
四
条
）
（
３
）
健
康
相
談
…
…
心
身
の
健
康
に
関
し
、
相
談
に
応
じ
て
行
わ
れ
る
指
導
お
よ
び
助
言
（
同
法
一
二
、
一
五
条
）
（４）健康診査……心身の健康を保持するために行われる診査およびその診査にもとづく指導（同法一二、一六条）
こ
れ
ら
は
そ
の
運
用
に
よ
っ
て
は
健
康
そ
の
も
の
の
推
進
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
な
か
で
も
っ
と
も
重
要
と
み
ら
れ
る
も
の
は
予
防
検
診
た
る
健
康
診
査
で
あ
る
。
そ
れ
は
病
気
に
か
か
る
こ
と
を
事
前
に
防
止
す
る
効
果
が
あ
る
ば
か
り
か
（
そ
の
た
め
に
医
療
費
の
節
減
に
つ
な
が
る
。
）
、
受
診
者
の
健
康
保
持
の
指
標
と
な
り
、
あ
る
い
は
受
診
者
に
健
康
増
進
の
自
覚
を
促
す
効
果
も
期
待
で
き
る
ものである。これを実施したことによって乳幼児の死亡率の低下その他住民の健康増進に寄与し、またそれが医療費
の
節
減
に
つ
な
が
っ
た
岩
手
県
沢
内
村
の
例
が
想
起
さ
れ
る
。
こ
こ
で
実
施
さ
れ
た
予
険
検
診
は
、
、
結
核
検
診
、
何
乳
児
検
診
、
川
幼
児
検
診
、
㈲
寄
生
虫
卵
検
診
、
㈱
妊
婦
検
診
、
ｈ
学
童
歯
科
検
診
、
仙
術
環
器
検
診
、
例
胃
獅
検
診
、
川
三
歳
児
検
診
、
脚
子
宮
癌
検
診
、
川
出
稼
検
診
、
㈹
婦
人
貧
血
検
診
、
、
園
児
検
診
、
助
総
合
成
人
病
検
診
な
ど
、
き
わ
め
て
多
岐
（５）
にわたるｊＤのであった。
2０
社会保障の法体系論
後
者
は
寝
た
き
り
老
人
だ
け
で
な
く
、
亜
篤
な
病
後
の
者
す
べ
て
に
及
ぼ
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
と
し
て
、
正
篤
な
病
後
の
者
に
つ
い
て
の
事
後
検
診
そ
の
他
の
フ
ォ
ロ
ー
ァ
ッ
プ
も
重
要
と
思
わ
れ
る
。
以
上
の
よ
う
な
措
悩
は
、
可
能
な
か
ぎ
り
、
現
物
給
付
と
し
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
包
括
的
、
一
貫
的
、
体
系
的
な
医
旅
保
障
は
、
市
場
か
ら
附
入
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
断
片
的
な
給
付
に
つ
い
て
の
経
獅
柵
収
の
形
で
は
満
足
な
成
果
は
絆
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
医
療
保
障
は
、
責
任
主
体
の
責
任
と
判
断
の
も
と
に
、
包
括
的
、
体
系
的
で
連
携
の
と
れ
た
一
体
と
し
て
の
給
付
が
必
要
で
、
そのためには、後述の責任主体自らがその責任において、全体としての現物給付を提供することによってはじめて目
的
が
達
成
さ
れ
る
性
質
の
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
そ
の
保
障
形
態
は
、
社
会
保
険
力
式
で
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｎ
Ｈ
Ｓ
方
式
の
よ
う
な
公
的
直
接
提
供
力
式
が
理
想
と
な
る
。
さ
き
に
も
ふ
れ
た
が
、
保
険
方
式
は
、
も
と
も
と
損
失
額
の
計
算
可
能
な
一
定
の
保
険
事
故
に
つ
い
て
の
経
済
的
損
失
補
填
と
し
て
の
、
経
済
的
保
障
に
は
適
し
た
制
度
で
あ
る
。
し
か
し
、
右
に
み
た
よ
う
な
総
合
的
現
物
給
付
と
な
る
と
保
険
方
式
に
は
な
じ
み
に
負
傷
等
に
よ
り
、
家
庭
に
お
い
て
寝
た
き
り
の
状
態
に
あ
る
者
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
状
態
に
あ
る
者
に
つ
い
て
保
健
婦
そ
の
他
の
者
を
訪
問
さ
せ
て
行
わ
れ
る
保
健
指
導
。
同
法
一
九
条
）
の
措
置
を
設
け
た
。
前
者
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
当
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
現
行
法
制
上
、
心
身
障
害
者
対
策
基
本
法
を
頂
点
と
す
る
法
制
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
に
は
医
療
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
同
法
一
○
条
）
、
教
育
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（一二条）、社会的リハビリテーション（一三、一七、二二条）、職業リハビリテーション（一四、一五条）、文化的リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
二
五
条
）
が
規
定
さ
れ
、
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
実
施
す
べ
き
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
領
域
が
一
応
網
羅
（６）
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
法
制
の
う
ち
、
と
く
に
医
療
リ
ハ
ビ
リ
一
ア
ー
シ
ョ
ン
は
、
社
会
保
障
法
の
一
環
た
る
健
康
保
障
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
べき慨比ｍの強いものである。
2１
の
出
産
・
育
児
保
障
さ
き
に
述
べ
た
医
療
に
お
け
る
修
復
医
療
か
ら
予
防
的
医
療
へ
の
最
初
の
転
換
は
女
子
被
保
険
者
へ
の
助
産
の
給
付
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
疾
病
保
険
は
分
娩
時
の
付
添
い
ば
か
り
で
な
く
、
出
産
前
の
保
護
、
産
婦
な
ら
び
に
新
生
児
の
医
学
的
管
理
を
含
む
よ
う
に
な
り
、（７）
さらに疾病保険が家族の医療ニードにそな壱えるための第一歩は被保険者の妻の助産の形においてであったからである。
こ
の
点
へ
Ｉ
Ｌ
Ｏ
条
約
、
勧
告
に
お
い
て
出
産
サ
ー
ビ
ス
が
医
療
の
内
容
と
し
て
登
場
す
る
の
は
六
九
号
勧
告
（
医
療
保
障
勧
告
）
に
お
い
て
で
あ
る
が
、
一
○
二
号
条
約
に
な
る
と
一
段
と
明
確
に
な
り
、
医
療
と
し
て
、
病
的
状
態
と
は
独
立
に
「
妊
娠
、
分
娩
、
お
よ
び
こ
れ
ら
の
結
果
」
が
適
用
対
象
事
故
と
さ
れ
、
㈹
医
師
ま
た
は
助
産
婦
に
よ
る
産
前
、
分
娩
、
産
後
の
介
助
、
お
よ
び
回
必
要
な
場
合
の
入
院
、
が
内
容
と
さ
れ
た
二
○
条
一
項
⑪
）
。
こ
こ
で
は
さ
ら
に
、
自
己
負
担
禁
止
（
一
○
条
二
項
対
照
）
、
全
期
間
保
障
（
一
二
条
一
項
本
文
）
の
よ
う
に
、
病
的
状
態
に
対
す
る
よ
り
も
優
越
し
た
内
容
が
付
与
さ
れ
る
に
い
た
る
。
このように、歴史的には医療に出産サービスが入ること自体は時期的には病気に対する医療の開始より遅れる。健
康保険法制定当時のわが国でも、やはり医療としては病気に対するそれが優先する。すなわち、出産に関する保険給
付
は
、
受
給
資
格
者
を
一
定
の
被
保
険
者
期
間
二
八
○
日
以
上
）
も
つ
者
に
限
定
し
た
う
え
、
現
金
給
付
た
る
分
娩
費
（
女
子
被
保
険
者を対象として、二○円）を原則とし、現物給付たる産院への収容は保険者の任意であった（五一条）。医療と異な
り
、
出
産
給
付
が
原
則
と
し
て
金
銭
給
付
と
さ
れ
た
の
は
、
受
給
者
が
仮
病
を
使
う
危
険
性
が
な
か
っ
た
こ
と
、
助
産
施
設
を
全
国
に
完
（８）
備
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
由
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
出
産
に
は
病
気
に
つ
い
て
の
医
療
に
対
し
ご
く
付
随
的
位
置
し
か
与
え
て
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
ふ
し
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
当
時
の
出
産
は
、
ま
だ
自
宅
出
産
で
あ
っ
て
、
出
産
に
と
も
な
う
く
い
面
が
あ
り
、
老
‐
法
と
な
る
の
で
あ
る
。 老人
保
健
法
に
お
け
る
へ
ル
ス
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
公
的
直
接
提
供
方
式
が
よ
り
適
切
妥
当
な
方
2２
社会保障の法体系論
母
子
の
生
命
さ
え
脅
か
す
危
険
性
が
商
か
つ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
鋤
は
安
価
で
あ
っ
て
、
社
会
的
保
謹
へ
の
ニ
ー
ド
を
低
め
て
い
た
く９）
こ
と
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
「
分
娩
は
傷
病
と
異
な
り
人
間
生
活
自
然
の
成
行
き
と
し
て
生
ず
る
事
故
」
で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
出
産
は
病
気
で
は
な
い
と
い
う
認
識
が
存
在
し
た
こ
と
も
大
き
な
剛
山
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
ま
ず
、
社
会
保
障
の
第
一
義
的
基
本
原
理
で
あ
る
生
活
保
障
の
観
点
か
ら
い
え
ば
、
病
気
に
対
す
る
医
療
に
つ
い
て
の
経
斐
負
担
も
、
出
産
に
つ
い
て
の
経
費
負
担
も
同
じ
く
経
済
的
圧
迫
要
因
（
Ⅱ
貧
困
原
因
）
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
病
気
に
対
す
る
医
療
に
比
し
て
劣
位
に
扱
う
理
由
は
な
い
。
ま
た
、
出
産
は
安
全
出
産
の
観
点
か
ら
は
、
や
は
り
医
学
な
い
し
医
療
の
対
象
と
な
る
分
野
に
凧
す
る
の
であって、この意味からも両者を区別するいわれはない。これがｌＬｏ条約に代表される国際的動向として、医旅の
な
か
に
出
産
が
含
め
し
め
ら
れ
た
理
山
で
あ
ろ
う
が
、
さ
ら
に
敢
嬰
な
こ
と
は
、
こ
の
医
療
へ
の
出
産
の
包
摂
は
単
な
る
経
済
的
生
活
保
障
と
し
て
の
医
療
保
障
の
意
味
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
母
子
双
方
の
安
全
出
産
保
障
と
し
て
の
理
念
を
も
つ
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
母
体
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
難
産
や
事
後
処
理
が
悪
か
っ
た
場
合
、
し
ば
し
ば
死
に
い
た
る
こ
と
も
あ
り
、
か
り
に
死
を
ま
ぬ
が
れ
た
と
し
て
も
生
涯
に
わ
た
る
後
遺
症
が
残
っ
て
、
そ
の
母
体
の
健
康
状
態
が
大
な
り
小
な
り
害
さ
れ
る
こ
と
は
し
ば
し
ば
み
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
出
産
保
障
は
こ
の
母
体
の
安
全
を
碓
保
す
る
も
の
Ⅱ
安
全
出
産
保
障
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
母
体
た
る
女
性
の
健
康
保
障
で
も
あ
り
、
右
に
の
べ
た
固
有
の
医
旅
に
お
け
る
医
旅
費
保
障
か
ら
仙
康
保
障
へ
の
発
展
の
流
れ
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
保
障
内
容
は
、
病
気
に
つ
い
て
の
医
療
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
母
体
検
診
、
母
親
教
育
な
ど
、
事
前
の
ケ
ア
か
ら
出
産
介
助
、
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
に
い
た
る
ま
で
の
一
貫
的
、
包
括
的
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
ま
た
、
責
任
主
体
（
国
、
自
治
体
）
が
一
貫
的
な
川
産
の
ト
ー
タ
ル
な
保
障
の
実
現
可
能
な
方
法
と
し
て
の
現
物
給
付
形
態
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
2３
以
上
の
よ
う
に
、
医
療
費
保
障
↓
医
療
保
障
↓
健
康
保
障
へ
と
発
展
す
る
医
療
自
体
の
な
か
へ
編
入
さ
れ
た
出
産
保
障
は
、
や
は
り
、
出
産
費
保
障
↓
出
産
保
障
↓
母
子
双
方
の
健
康
保
障
へ
の
発
展
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
そ
の
あ
る
べ
き
具
体
的
な
内
容
の
概
略
を
示
せ
ば
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
新
生
児
に
つ
い
て
い
え
ば
、
母
体
に
つ
い
て
と
同
様
、
母
体
に
よ
る
懐
胎
、
分
娩
、
発
育
、
成
長
の
す
べ
て
の
過
程
を
通
し
て
成
人
と
な
る
ま
で
の
心
身
両
面
で
の
健
全
か
つ
健
康
な
成
育
が
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
新
生
児
か
ら
の
児
童
の
健
康
保
障
は
、
や
が
て
そ
の
児
童
の
成
育
後
の
健
康
の
基
礎
と
な
る
も
の
と
し
て
重
要
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
は
、
出
生
率
の
低
（川）
下
現
象
が
顕
著
と
な
り
、
定
着
さ
え
し
て
い
る
現
時
点
で
は
、
将
来
の
社
会
を
支
え
る
貴
重
な
人
材
確
保
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
の
方
策
と
し
て
は
、
母
体
同
様
、
母
体
に
つ
い
て
の
事
前
ケ
ア
か
ら
分
娩
に
い
た
る
ま
で
の
一
貫
的
出
産
保
障
と
、
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
の
現
物
給
付
が
ま
ず
必
要
な
こ
と
は
自
明
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
さ
ら
に
心
身
と
も
に
健
康
な
成
果
を
確
保
す
る
た
め
（
１
）
現
物
給
付
と
し
て
の
一
貫
的
出
産
保
障
⑪
妊
娠
に
対
す
る
川
産
、
育
児
教
育
⑪妊婦に対する保健指柳（訪問指導を含む。）
の所得保障が必要である。
㈹
出
産
介
助
何
帝
王
切
開
等
の
異
常
分
娩
、
多
子
出
産
に
対
す
る
諸
措
置
⑪
出
産
後
の
母
体
、
新
生
児
の
健
康
僚
理
そ
の
他
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
（
未
熟
児
そ
の
他
異
常
出
産
で
の
新
生
児
へ
の
養
育
医
療
を
⑥
健
康
検
査
含む。）
2４
社会保障の法体系論
想となる。
〃
■
■
Ⅱ
、
１
口
■
■
■
Ⅱ
ｐ
』
■
‐
』
β
ヨ
ー
ー
■
●
曰
一
ゴ
■
Ｃ
■
■
■
■
ｑ
ｌ
■
。
■
■
■
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Ｊ
■
■
■
Ⅱ
Ｕ
Ⅱ
●
■
■
■
■
■
Ｐ
以上の給付のうち（１）の㈹、⑪、何、㈹はすでに母子保健法によって尖施されており、また（２）のいについて
は、他殿保険法上の育児手当金、⑪については児童扶養手当等の支給に関する法律、児菰手当法などが存在している
が
、
十
分
な
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
今
後
の
充
実
が
課
題
で
あ
る
。
もっとも取要なことは、（１）の㈹、い、いの法制化である。これらは、現物給付として一体となって、総合的、
かつ臨機応変に提供されてはじめて母体の健康保持、子の健やかな成長の基礎が築かれるのである。この根底にある
考
え
方
は
、
こ
れ
ら
給
付
の
実
施
主
体
の
責
任
と
判
断
に
よ
っ
て
、
母
子
の
健
康
を
現
実
に
保
障
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
金
銭
給
付
に
よ
っ
て
代
替
可
能
な
断
片
的
な
給
付
を
寄
せ
集
め
て
給
付
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
前
述
の
医
療
保
障
同
様
、
出
産
・
育
児
保
障
に
つ
い
て
も
保
険
方
式
で
は
な
く
、
公
的
直
接
提
供
方
式
に
よ
る
の
が
理
③
健
康
増
進
施
策
の
推
進
健
康
の
漸
進
そ
の
も
の
を
ね
ら
い
と
す
る
施
策
の
推
進
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
つ
ぎ
の
二
つ
に
わ
け
ら
れ
る
。
（
１
）
生
活
環
境
整
備
・
改
善
施
策
前述の健康阻害要因としての生活悪環境の除去、改善を内容とするものである。これは従来の環境、公衆衛生立法
な
ど
、
法
制
と
し
て
は
す
で
に
既
存
の
極
々
の
法
体
系
が
先
行
し
て
い
る
領
域
で
あ
る
。
労
働
環
境
の
整
備
、
改
善
は
、
法
領
域
と
し
て
グーへ
２
，－〆 ㈹
異
常
出
産
後
の
母
体
、
新
生
未
熟
児
の
訪
問
指
導
現
金
給
付
と
し
て
の
出
産
・
育
児
保
障
③新生児の衣類峨入など、（１）ではカバーされない出産にともなう諸経澱の保障
⑪
保
育
費
、
養
育
費
の
保
障
2５
社
会
保
障
法
の
発
展
分
野
で
あ
る
。
公
害
規
制
や
予
防
に
い
た
ら
な
い
ま
で
も
、
住
民
の
一
般
的
な
健
康
保
全
な
い
し
疾
病
予
防
の
た
め
の
立
法
、
現
行
法
で
い
え
ば
、
保
健
所
法
、
母
子
保
健
法
、
老
人
保
健
法
、
予
防
接
種
法
、
伝
染
病
予
防
法
そ
の
他
の
各
種
特
別
疾
病
に
つ
い
て
の
予
防
法
、
公
衆
衛
生
関
係
立
法
も
そ
の
領
域
に
包
摂
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
社
会
保
障
法
の
公
衆
衛
生
立
法
へ
の
近
接
化
な
い
し
こ
れ
の
包
摂
化
と
し
止
す
る
立
法
政
策
が
考
え
ら
れ
る
Ｉ
。
（旧）
て捉らふへられる。
（２）欄極的坤
峰
労
働
安
全
衛
生
立
法
、
労
働
時
間
立
法
そ
の
他
の
労
働
保
護
法
制
な
い
し
労
働
福
祉
法
制
の
優
先
領
域
と
捉
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
この領域以外において環境整倣・改善に関し現在もっとも大きな問題を提起しているのは、公害に関するそれである。
（Ⅲ）
こ
れ
に
つ
い
て
は
公
害
法
体
系
（
公
害
規
制
法
、
公
害
被
害
救
済
法
、
公
害
予
防
法
）
が
す
で
に
形
成
さ
れ
、
そ
れ
な
り
の
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
。
社
会
保
障
法
に
お
け
る
健
康
保
障
の
観
念
の
発
展
は
、
公
解
規
制
法
、
公
審
予
防
法
を
漸
次
そ
の
領
域
に
取
り
込
ん
で
ゆ
く
で
あ
ろ
う
。
公
害
の
な
か
で
も
、
と
く
に
特
定
の
公
需
発
生
源
企
業
の
な
い
都
市
公
害
規
制
、
防
止
は
健
康
保
障
法
の
領
域
に
編
入
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
ｌ
公
害
発
生
源
企
業
の
あ
き
ら
か
な
公
害
に
つ
い
て
は
、
第
一
次
的
に
は
、
そ
の
企
業
の
責
任
に
お
い
て
除
去
な
い
し
防
(b） （２
）
欄
極
的
健
康
増
進
施
策
現在以上に住民の健康の増進を図るもので、
何スポーツ振興……公的な体育指導と運動会、各種スポーツ大会等の開催、民間組織によるこれらの実施への助
成
、
公
的
な
体
育
館
そ
の
他
の
体
育
施
設
の
設
値
、
民
間
の
ス
ポ
ー
ツ
・
ク
ラ
ブ
設
憧
助
成
な
ど
民
間
の
体
育
施
設
建
設
へ
の
助
成
な成
ど、レジャー施設の整備、確保……とくに精神面での健康増進を目指し、安価に利用できる総合的レジャー施設の
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
考
え
ら
れ
る
。
き
わ
め
て
広
範
囲
に
わ
た
る
が
、
今
後
の
2６
社会保障の法体系論
曰
健
康
保
障
の
保
障
責
任
主
体
と
費
用
負
担
関
係
右
に
述
べ
た
健
康
保
障
の
理
念
達
成
に
は
及
ば
な
い
が
、
目
下
わ
が
国
の
医
療
を
支
え
て
い
る
二
つ
の
制
度
た
る
健
康
保
険
、
国
民
健
康保険とも、一応社会保険の形をとっている。前者の場合、中小企業を対象とする政府管掌健康保険には現在一定率
の
国
庫
負
担
が
加
わ
っ
て
い
る
が
、
給
付
費
は
原
則
的
に
は
労
使
折
半
負
担
の
保
険
料
で
賄
わ
れ
る
。
こ
の
制
度
が
傷
病
か
ら
労
働
者
を
保
護
す
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
制
定
さ
れ
た
法
律
に
も
と
づ
く
国
家
的
制
度
で
あ
り
、
そ
の
管
理
・
迦
営
・
監
督
は
す
べ
て
国
の
責
任
に
お
い
て
な
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
は
、
こ
の
制
度
の
責
任
主
体
は
な
ん
と
い
っ
て
も
国
で
あ
る
こ
と
に
違
い
は
な
い
。
当
然
に
そ
の
国
の
責
任
は
国
民
の
生
存
権
に
対
応
す
る
も
の
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
責
任
の
内
容
は
制
度
の
管
理
、
監
督
で
あ
っ
て
、
建
前
と
し
て
自
ら
の
経
費
負
担
に
よ
っ
て
保
障
を
な
す
も
の
で
は
な
い
。
経
費
負
担
関
係
か
ら
制
度
を
実
質
的
に
見
れ
ば
、
ま
ず
労
使
間
の
、
そ
し
て
労
働
者
側
の
保
険
料
が
所
得
比
例
で
あ
る
こ
と
か
ら
労
働
者
間
の
、
二
重
の
社
会
連
帯
組
織
が
保
障
主
体
と
な
っ
て
い
る
。
国
は
こ
れ
を
組
織
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
沿
革
的
に
は
自
然
発
生
的
共
済
組
合
の
伝
統
を
受
け
た
組
合
符
掌
健
康
保
険
に
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
場
合
で
も
、
所
得
比
例
で
は
あ
れ
、
受
給
者
も
保
険
料
を
払
っ
て
い
る
限
り
で
個
人
責
任
原
理
も
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
。
国
民
健
康
保
険
に
な
る
と
、
こ
れ
も
健
康
保
険
と
同
じ
目
的
の
も
と
で
国
の
制
度
と
し
て
、
法
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
制
度
で
あ
る
点
で
、
健
康
保
険
同
様
、
そ
の
管
理
・
運
営
・
監
督
を
内
容
と
す
る
責
任
主
体
が
国
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
健
康
保
険
と
異
な
る
点
は
、
実
施
主
体
と
し
て
の
市
町
村
も
国
に
準
じ
た
責
任
を
負
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
、
制
度
創
設
当
初
は
保
険
制
度
の
管
理
・
運
確
保
、
レ
ジ
ャ
ー
享
受
を
容
易
に
す
る
た
め
の
道
路
整
備
を
含
む
交
通
機
関
の
整
備
な
ど
何
都
市
に
お
け
る
有
休
緑
地
、
公
園
の
確
保
2７
だが、その後、国は給付費の四割に加え、財政調整交付金その他種々の補助金を支出するにいたり、また都道府県、
市町村も若干の補助をしており、結局は保険料収入は全給付費の半分以下となっている状態である。したがって、現
在はその保障主体が地域的社会連帯組織であることの色彩が薄れ、むしろ国家的、ないし公的医療給付制度としての
性
格
を
強
め
て
い
る
。
国
や
市
町
村
は
、
も
は
や
単
な
る
制
度
の
管
理
・
迎
営
の
み
で
は
な
く
、
自
ら
も
半
額
以
上
の
経
澱
負
担
を
な
す
実
質
的
な
責
任
主
体
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
国
民
健
康
保
険
制
度
に
と
く
に
強
く
み
ら
れ
る
医
療
保
険
へ
の
国
肱
負
担
な
い
し
揃
肋
の
占
め
る
馴
合
の
墹
加
は
今
後
（川）
とも継続してゆくであろう。このことは、とりもなおさず、医療保険の実質的保障（責任）主体が社会連帯組織から
漸
次
国
家
あ
る
い
は
自
治
体
に
移
行
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
この公費負担割合の墹加は、近年における医学、薬学の進歩にともなう医療灘の高騰や人口の高齢化による受診率
の
商
い
筒
齢
者
胸
の
哨
加
な
ど
か
ら
の
制
度
の
財
政
悪
化
に
よ
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
医
旅
班
の
墹
加
は
、
医
旅
保
障
を
も
は
や
社会連帯組織では支えきれない状態とした。このことはとくに低所得であり、かつ受診率の高い高齢者の多い国民健
康保険において顕著であって、ここに、地域的社会連帯組織たる保険制度を維持不能とし、公的、面接的医旅提供方
た
も
の
で
あ
っ
た
。
営・監督責任の域を出るものではなかった。経費は、健康保険における使用者負担にあたるものがなく、主として住
（旧）
民の保険料で賄われる建前であった。その保険料納付のない場〈、、給付がなされない点から、仙人尚征原理が存在し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
民
営
保
険
と
は
異
な
り
、
保
険
料
に
は
所
得
比
例
制
、
あ
る
い
は
資
産
比
例
制
が
導
入
さ
れ
て
、
そこに住民Ⅲ社会迦補関係が設定されていることが大きな特色である。そこには容観的に市町村ごとの社会述柵組織
が形成されていて、実質的保障（責任）主体は、市町村単位で設けられたこの社会連帯組織と一応捉えることができ
2８
式
へ
と
移
行
せ
し
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
医
療
の
公
的
直
接
提
供
方
式
を
導
く
も
の
は
噸
に
医
疲
費
商
騰
に
よ
る
制
度
の
財
政
的
耶
椚
だ
け
で
は
な
い
。
こ
の
方
式
は
さ
き
に
述
べ
た
医
療
費
保
障
か
ら
健
康
保
障
へ
の
発
展
に
と
も
な
う
必
然
的
帰
結
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
健
康
保
障
の
内
容
と
し
て
捉
ら
え
た
前
記
三
領
域
の
う
ち
、
ま
ず
、
第
一
の
領
域
Ⅱ
医
療
保
障
に
つ
い
て
は
、
そ
こ
で
要
請
さ
れ
る
予
防
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
の
包
括
的
、
一
貫
的
、
か
つ
体
系
的
な
現
物
給
付
が
な
さ
れ
る
事
態
は
も
は
や
「
保
険
事
故
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
ず
、
医
療
費
保
障
に
は
適
切
で
あ
っ
た
社
会
「
保
険
」
力
式
で
は
対
応
を
困
難
と
し
て
、
公
的
直
接
提
供
方
式
を
よ
り
適
切
な
保
障
形
態
と
す
る
。
第
二
の
価
域
た
る
出
産
保
障
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
第
三
の
他
康
墹
進
施
策
の
批
進
の
領
域
に
い
た
っ
て
は
、
そ
の
性
格
上
、
公
様
力
を
背
景
と
し
た
国
あ
る
い
は
自
治
体
の
行
政
の
一
環
と
し
て
、
す
な
わ
ち
公
的
描
侭
が
中
心
と
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
医
療
費
保
障
か
ら
健
康
保
障
へ
」
の
動
向
か
ら
流
れ
で
る
保
障
内
容
の
変
化
、
発
展
は
、
全
体
と
し
て
、
そ
れ
に
対
応
す
る
制
度
を
社
会
連
帯
組
織
た
る
社
会
保
険
制
度
か
ら
公
的
直
接
提
供
方
式
へ
と
誘
導
す
る
。
そ
れ
は
、
国
、
自
治
体
と
い
う
公
的
行
政
主
体
の
責
任
の
内
容
面
か
ら
見
れ
ば
、
か
っ
て
社
会
保
険
制
度
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
目
的
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
連
帯
組
織
の
管
理
、
運
営
、
監
督
で
あ
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
も
の
が
、
自
己
の
経
費
に
よ
っ
て
、
直
接
に
保
障
を
な
す
も
の
へ
と
発
展
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
》鋼系こ
の
よ
う
に
、
医
旅
費
商
騰
に
よ
る
財
政
的
要
請
と
、
医
療
費
保
障
か
ら
健
康
保
障
へ
の
発
展
か
ら
の
要
諦
と
の
二
鞄
の
要
諦
を
受
け
体法
て
、
健
康
保
障
の
中
心
的
責
任
主
体
は
国
と
向
治
体
と
な
る
。
国
の
責
任
は
い
う
ま
で
も
な
く
生
存
権
に
対
応
す
る
国
の
側
の
義
務
で
あ
の臆り
、
国
は
な
ん
と
い
っ
て
も
健
康
保
障
の
第
一
義
的
責
任
主
体
で
あ
る
。
自
治
体
は
地
域
住
民
の
福
祉
の
擁
護
者
と
し
て
、
国
に
準
じ
た
保会義務を負う。両者の役割分担を歓然と区分することは不可能であるが、強いて言えば、全国的に共通する一般的な拾
ｔ
慨
、
あ
る
い
は
そ
の
措
置
を
実
施
す
る
の
に
Ｌ
立
法
を
要
す
る
措
個
に
つ
い
て
は
国
の
、
そ
の
地
域
の
突
梢
に
応
じ
た
措
憧
を
必
要
と
す
る
2９
も
の
と
見
ら
れ
る
。
以
上
、
将
来
的
展
望
と
し
て
、
国
、
自
治
体
が
健
康
保
障
の
中
心
的
責
任
主
体
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
所
以
と
内
容
を
説
明
し
た
。
で
は
、
社
保
保
障
に
間
有
の
、
と
く
に
社
会
保
険
の
実
蘭
的
保
障
尚
伍
主
体
と
し
て
の
社
会
連
帯
組
織
は
ど
う
な
る
の
か
。
他
康
保
障
の
体
系
か
ら
完
全
に
排
除
さ
れ
て
し
ま
う
も
の
な
の
か
。
こ
の
問
題
は
、
社
会
保
障
に
お
け
る
川
家
の
国
民
に
対
す
る
生
存
権
原
理
と
国
民
Ⅲ
互
間
の
横
の
援
助
関
係
た
る
社
会
連
帯
原
理
の
関
係
に
深
く
絡
む
問
題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
こ
こ
で
詳
論
す
る
わ
け
に
は
い
か
（旧）
な
い
が
、
私
見
で
は
一
般
的
、
基
本
的
に
は
後
者
の
力
が
よ
り
基
礎
的
な
原
理
で
、
そ
の
上
を
前
者
が
秘
う
関
係
で
あ
る
。
健
康
保
障
の
場
合
は
、
前
述
の
よ
う
に
前
者
が
優
越
化
す
る
の
で
あ
る
が
、
後
者
が
ま
っ
た
く
消
滅
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
前
者
の
優
越
化
、
す
な
わ
地
域
性
の
高
い
も
の
に
つ
い
て
は
自
治
体
の
責
任
の
ウ
エ
イ
ト
が
高
い
。
と
く
に
第
三
領
域
の
う
ち
の
積
極
的
健
康
増
進
措
置
は
地
域
性
が
高
い
た
め
、
自
治
体
の
優
先
的
尚
任
領
域
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
部
面
に
お
い
て
も
図
の
我
任
と
栴
接
な
述
挑
が
必
要
で
あ
る
。
健
康
保
障
、
出
産
保
障
に
つ
い
て
は
、
全
体
と
し
て
の
経
費
負
担
と
、
療
養
の
給
付
、
出
産
介
助
そ
の
も
の
の
現
物
給
付
に
つ
い
て
は
、
第
一
義
的
漬
任
主
体
た
る
国
が
優
先
的
責
任
を
負
う
が
、
傷
病
の
予
防
、
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
川
藤
の
耶
前
、
耶
後
の
ケ
ア
な
ど
は
地
域
性
を
も
つ
も
の
と
し
て
自
治
体
も
机
応
の
責
任
を
負
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
見
て
、
現
在
の
老
人
保
健
法
上
の
ヘ
ル
ス
サ
ー
ビ
ス
事
業
が
国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
の
経
費
の
三
分
の
一
ず
つ
の
負
担
に
お
い
て
、
市
町
村
を
実
施
主
体
と
し
て
な
さ
れ
て
い
る
の
は
、
形
と
し
て
は
、
一
の
モ
デ
ル
を
提
供
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
住
民
の
健
康
保
障
の
一
環
と
し
て
の
ヘ
ル
ス
サ
ー
ビ
ス
は
地
域
性
を
有
し
、
日
頃
住
民
と
接
す
る
市
町
村
が
も
っ
と
も
適
切
な
実
施
主
体
で
あ
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
と
く
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
ヘ
ル
ス
サ
ー
ピ
ス
事
業
が
、
保
険
者
の
負
担
な
し
に
、
す
な
わ
ち
保
険
外
の
制
度
と
し
て
、
し
か
も
全
額
公
費
負
担
に
お
い
て
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
こ
れ
は
ヘ
ル
ス
サ
ー
ビ
ス
事
業
が
医
療
費
保
障
か
ら
健
康
保
障
へ
の
発
展
上
現
れ
た
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
、
保
険
に
は
な
じ
ま
な
い
性
格
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
不
可
避
的
に
導
か
れ
る
3０
社会保障の法体系論
（
１
）
経
費
援
助
責任主体である国、地方公共団体といえども財源負担力は無限ではない。それは結局はタックス・ペイャーが納付
する租税収入によって賄われるのであるが、この租税力にも限度があること、また不景気の場合には税収入が減少し、
国
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
状
態
を
悪
化
せ
し
め
、
そ
れ
が
社
保
保
障
給
付
、
こ
こ
で
は
健
康
保
障
を
後
退
な
い
し
レ
ベ
ル
・
ダ
ウ
ン
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
オ
イ
ル
・
シ
ョ
ク
以
後
一
○
年
ほ
ど
に
わ
た
っ
て
わ
れ
わ
れ
が
経
験
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
後
退
な
い
し
レ
ベ
ル
ダ
ウ
ン
は
、
当
然
な
が
ら
公
費
負
担
の
大
き
い
部
門
に
顕
著
と
な
る
（
生
活
保
護
の
国
庫
負
担
割
合
の
引
き
下
げ
の
よ
う
に
）
。
こ
の
よ
う
に
し
て
国
、
地
方
公
共
団
体
が
実
質
的
責
任
主
体
と
な
る
と
い
っ
て
も
決
し
て
安
定
的
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
れ
を
社
会
連
帯
組
織
が
補
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
だ
け
制
度
は
安
定
化
す
る
。
そこでまず、労働者とその家族の健康保障については、現在の健康保険においてなされているように、少なくとも
現物給付としての療養の給付に当たるもの（老人保健法における医療に当たるもの）については、使用者の経費負担
がなされるべきである。換言すれば、現在の健康保険にみられる労使間連帯（使用者の労働者への援助関係）はその
まま維持されるべきである。このことは現在の労働者についての児童手当財源について、その七割を使用者が負担し
ているのと同性格のものである。使用者は、集団として自己が利潤獲得のために依存する労働力の担い手としての労
ち
国
、
自
治
体
が
健
康
保
障
の
実
質
的
責
任
主
体
た
る
地
位
に
立
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
自
ら
の
財
源
を
投
じ
て
そ
れ
を
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
を
コ
ア
と
し
、
後
者
が
こ
れ
を
下
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
、
あ
る
い
は
横
か
ら
補
足
す
る
形
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
よって始めて十分な保障が達成される。これには社会連帯組織による経費援助と独自の健康保障事業の創設、運営と
がある。
3１
（
２
）
健
康
保
障
事
業
健
康
保
障
す
べ
て
の
部
面
に
お
い
て
、
国
、
自
治
体
が
行
う
保
障
措
置
を
補
う
役
割
を
担
う
べ
き
で
あ
る
が
、
と
く
に
撹
極
的
健
康
増
進
施
策
面
で
機
能
を
発
揮
す
べ
き
で
あ
る
。
迎
動
会
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
は
も
と
よ
り
、
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
プ
の
組
織
、
直
営
体
働
者
と
そ
の
家
族
の
健
康
保
障
の
経
費
に
つ
い
て
は
、
そ
の
負
担
力
に
応
じ
て
一
定
の
負
担
を
な
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
企
業
に
不
可
欠
な
労
働
力
の
確
保
の
意
味
も
あ
り
、
一
種
の
受
益
者
負
担
と
し
て
も
理
解
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
使
用
者
負
担
は
、
医
療
保
障
に
お
け
る
と
同
じ
趣
旨
か
ら
川
産
・
育
児
保
障
に
つ
い
て
も
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
現
在
の
健
康
保
険
法
上
の
分
娩
費
、
育
児
手
当
金
に
つ
い
て
保
険
料
折
半
負
担
の
形
で
、
ま
た
、
児
童
手
当
に
つ
い
て
は
右
に
の
べ
た
よ
う
な
形
で
存
在
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
使
用
者
Ⅱ
企
業
は
、
現
代
社
会
に
お
い
て
な
ん
と
い
っ
て
も
財
源
負
担
力
を
も
つ
存
在
で
あ
る
か
ら
、
社
会
連
帯
原
理
か
ら
負
担
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
負
担
は
と
く
に
川
生
率
の
低
下
現
象
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
現
在
に
お
い
て
は
、
企
業
の
必
要
と
す
る
将
来
の
労
働
力
確
保
の
意
味
Ｉ
こ
こ
で
も
一
棚
の
受
舳
洲
負
拠
の
意
味
ｌ
も
こ
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
財
源
拠
出
は
現
在
の
よ
う
に
労
働
者
分
の
給
付
費
に
限
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
企
業
内
に
お
い
て
は
、
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
対
す
る
有
給
育
児
休
暇
付
与
な
ど
の
負
担
も
考
え
ら
れ
る
。
現
在
、
健
康
保
険
、
国
民
健
康
保
険
に
お
い
て
所
得
比
例
あ
る
い
は
資
産
比
例
の
保
険
料
（
保
険
税
）
の
形
で
設
定
さ
れ
て
い
る
労
働
者
間
あ
る
い
は
住
民
間
の
社
会
連
帯
関
係
は
ど
う
な
る
か
。
現
に
存
在
し
て
い
る
程
度
の
負
担
を
こ
こ
か
ら
求
め
る
こ
と
も
糟
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
場
合
の
拠
出
は
も
は
や
保
険
料
で
は
な
く
、
剛
、
あ
る
い
は
自
治
体
を
主
た
る
責
柾
主
体
と
す
る
他
康
保
障
耶
業
に
対
す
る
経
費
負
担
と
し
て
性
格
づ
け
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
負
担
は
国
税
あ
る
い
は
地
方
税
に
お
け
る
タ
ッ
ク
ス
・
ペ
イ
ャ
ー
の
立
場
か
ら
の
そ
れ
に
転
化
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
3２
社会保障の法体系論
育
館
、
体
育
施
設
の
建
設
、
休
暇
の
た
め
（
きるレジャー施設の設置などである。
以
上
、
ま
ず
冒
頭
に
述
べ
た
体
系
づ
け
の
基
本
的
視
点
に
よ
り
給
付
内
容
別
分
類
方
法
を
と
り
、
社
会
保
障
法
を
所
得
保
障
、
健
康
保
障
、
住
宅
保
障
の
三
分
野
に
体
系
づ
け
た
。
そ
し
て
私
と
し
て
は
未
発
表
で
あ
っ
た
第
二
の
分
野
に
つ
い
て
そ
の
概
念
、
生
成
過
程
、
内
容、経費負担関係を説明した。健康保障は概念としてまだ成熟したものではないが、国際的にはすでにＷＨＯによっ
て示されているところである（「医療から健康保障へ」）。医療に関し、社会保障法はまず経済保障たる医療費保障か
ら
は
じ
ま
っ
た
。
こ
れ
は
、
制
度
的
に
は
保
険
制
度
に
適
合
的
で
、
社
会
保
険
方
式
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
。
性
格
上
そ
れ
は
医
療
を
受
け
る
こ
と
に
よ
る
経
済
的
損
失
の
補
填
で
あ
っ
て
、
修
復
医
療
の
保
障
の
機
能
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
同
体
国
民
の
生
活保障上重要であることはいうまでもないが、生存権原理、社会保障法原理、社会連帯原理の進展とともに、その枠
を脱し、ＷＨＯ憲章第一原則に示されているように、単に疾病または病弱の状態が存在しているということではなく、
完
全
な
肉
体
的
、
精
神
的
、
社
会
的
福
祉
の
状
態
と
し
て
の
「
健
康
」
の
保
障
を
追
及
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
ま
ず
、
単
な
る
修
復
医
療
で
は
な
い
予
防
か
ら
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
、
さ
ら
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ン
に
至
る
包
括
的
、
体
系
的
な
医
療そのものの提供としての医療保障の概念を導く。この医療保障はさらにそれがより確実に実現されるためには、公
これらは民間において地域または職域、職種で自由に組織される団体によって運営されるのが好ましいが、これら
に対する公費助成による設立誘導も望ましい。
む
す
び
休
暇
の
た
め
の
宿
泊
所
、
キ
ャ
ン
プ
地
設
定
、
民
宿
の
経
営
な
ど
、
だ
れ
で
も
安
直
に
レ
ジ
ャ
ー
が
利
用
で
3３
的責任主体による現物給付の直接的提供方式をとることを要請する。保障方式としては、社会保険方式を脱却するこ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
増
加
す
る
財
政
的
負
担
に
社
会
連
帯
組
織
で
は
耐
え
ら
れ
な
い
と
い
う
事
情
か
ら
も
必
然
化
さ
れ
る
。
こ
の
医
療
費
保
障
か
ら
健
康
保
障
へ
の
発
展
は
、
つ
ぎ
に
、
そ
の
な
か
に
出
産
・
育
児
保
障
を
包
摂
す
る
こ
と
に
な
る
。
安
全
な
出
産
の
保
障
は
母
体
と
新
生
児
双
方
の
健
康
保
障
に
機
能
す
る
が
、
と
く
に
新
生
児
に
つ
い
て
は
、
そ
の
健
全
な
出
生
は
、
そ
の
後
の
健
全
な
発
育
、
成
長
と
あ
い
ま
っ
て
、
そ
の
心
身
両
面
で
の
将
来
の
健
康
の
基
礎
と
な
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
も
安
全
出
産
の
ための事前措置から事後のアフターケアにいたるまでの包括的、一貫的な現物給付体系が、公的責任主体によって提
供
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
健
康
保
障
は
、
以
上
に
加
え
て
よ
り
積
極
的
な
健
康
増
進
施
策
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
る
。
そ
れ
は
病
気
の
予
防
と
い
っ
た
消
極
的
な
も
の
で
は
な
く
、
人
間
の
幸
福
の
根
源
と
し
て
の
健
康
そ
の
も
の
の
確
保
、
増
進
を
理
念
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
概
念
、
理
念
を
も
っ
て
、
健
康
保
障
は
社
会
保
障
法
の
な
か
に
重
要
な
位
置
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
が
、
社
会
保
障
の
概
念
自
体
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
現
に
そ
れ
を
十
分
に
制
度
化
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
健
康
保
障
は
あ
く
ま
で
も
理
念
で
あ
り
、
指
導
概
念
で
あ
っ
て
、
そ
の
も
と
で
制
度
が
充
実
、
発
展
さ
せ
ら
れ
る
べ
き
指
導
原
理
で
あ
る
。
こ
の
原
理
の
も
と
で
、
現
行
法
制
が
い
か
に
再
編
成
さ
れ
、
新
た
な
法
制
を
う
み
だ
し
て
ゆ
く
べ
き
か
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
は
、
一
応
示
し
た
が
、
と
く
に
健
康
増
進
施
策
の
推
進
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
保
障
法
は
そ
の
領
域
を
広
範
に
拡
張
す
る
。
と
り
わ
け
前
述
し
た
よ
う
な
既
存
の
公
衆
衛
生
立
法
へ
の
近
接
化
に
よ
っ
て
、
そ
の
境
界
が
不
明
確
と
な
る
お
そ
れ
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
点
を
い
か
に
整
理
す
る
か
は
、
私
に
な
お
残
さ
れ
た
問
題
で
あ
る
。
（
１
）
森
荘
三
郎
「
健
康
保
険
法
解
説
」
大
正
一
二
年
、
有
斐
閣
、
一
四
四
頁
。
現
物
給
付
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
本
文
に
述
べ
た
も
の
の
ほ
か
、
3４
社会保障の法体系論
（
８
）
森
荘
三
郎
前
掲
書
、
一
六
五
頁
（
９
）
厚
生
省
保
険
局
編
「
健
康
保
険
三
○
年
史
」
全
国
社
会
保
険
協
会
連
合
会
、
昭
和
三
三
年
、
上
巻
、
二
三
七
頁
（
Ⅲ
）
社
会
保
障
法
は
第
一
義
的
に
は
生
活
保
障
で
あ
る
が
、
社
会
に
お
け
る
人
口
政
簸
的
機
能
を
担
う
こ
と
も
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
と
く
に
般
近
顕
著
と
な
っ
た
商
齢
化
現
象
、
そ
の
一
川
と
し
て
の
川
生
率
の
低
下
川
遡
に
対
し
て
は
社
会
保
障
法
は
全
力
を
あ
げ
て
収
組
む
べ
きである。この点については、高藤、「高齢化社会における社会保障法の課題」（秋川成就編著「高齢化社会における社
会
法
の
課
題
」
法
政
大
学
現
代
法
研
究
所
溌
書
４
、
日
本
評
論
社
、
一
九
八
三
年
）
、
一
四
三
頁
以
下
で
詳
し
く
論
じ
た
。
（
Ⅲ
）
筆
者
自
身
の
公
害
法
体
系
。
詳
し
く
は
、
問
藤
、
「
編
祉
法
学
ｌ
柵
祉
国
家
の
法
と
生
活
Ｉ
」
学
陽
瞥
房
、
一
九
九
一
、
一
五
○
頁
以
下
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
（７）ｌＬＯ前掲響、
（８）森荘三郎前掲率
（
９
）
厚
生
省
保
険
局
唇
（Ⅲ）社会保障法は鎧
（
４
）
大
河
内
一
男
「
社
会
政
策
・
各
論
」
有
斐
閣
、
八
八
頁
（
５
）
岩
手
県
沢
内
村
の
と
っ
た
措
屑
に
つ
い
て
は
、
菊
池
武
雄
「
自
分
た
ち
で
生
命
を
守
っ
た
村
」
（
岩
波
新
書
一
九
六
八
年
）
、
前
田
信
雄
「
岩
手
映
沢
内
村
の
医
療
」
日
本
評
論
社
、
一
九
八
三
年
、
太
川
柧
樋
ほ
か
『
沢
内
村
爾
戦
記
」
あ
け
び
轡
房
、
一
九
ハ
三
年
、
及
川
和
男
『
村
長
あ
り
き
」
新
潮
社
、
昭
和
五
九
年
な
ど
参
照
（６）このうち、職業リハビリテーションの法体系については、高藤、「職業リハビリテーションの理念と法制」（総合リハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
一
八
巻
六
号
、
四
七
三
頁
以
下
所
収
）
参
照
経
費
の
節
減
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
反
対
に
分
娩
の
場
合
に
現
金
給
付
を
原
則
と
し
た
の
は
産
院
施
設
を
全
国
に
完
備
す
る
こ
と
が
困
難
な
こ
と
の
ほ
か
、
保
険
蛎
故
の
発
生
が
明
白
で
あ
る
か
ら
仮
病
を
使
わ
れ
る
恐
れ
が
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
（
同
聾
一
六
近
頁
）
。
（
２
）
ｌ
Ｌ
Ｏ
、
『
社
会
保
障
へ
の
途
」
塩
野
谷
へ
平
石
訳
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
二
年
、
六
二
頁
（
３
）
健
康
権
概
念
の
生
成
、
発
展
過
程
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
関
す
る
文
献
も
含
め
て
、
井
上
英
夫
「
健
康
権
と
医
療
保
障
」
（
朝
倉
新
太
郎
ほ
か
編
、
講
座
、
Ｈ
本
の
保
健
・
医
療
２
『
現
代
Ｈ
本
の
医
療
保
障
」
労
働
旬
報
社
、
一
九
九
二
に
詳
し
い
。
本
論
は
、
社
会
保
障
法
と
の
関
連
は
明
確
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
い
ま
ま
で
の
健
康
樅
、
健
康
保
障
に
つ
い
て
の
細
論
が
く
わ
し
く
躯
班
さ
れ
て
参
照
↓】
る
｡
一ｑ－
′、
頁
3５
厄
）
こ
の
よ
う
に
解
す
る
と
、
上
下
水
道
法
や
公
衆
浴
場
法
、
食
品
衛
生
法
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
法
等
の
個
別
的
環
境
衛
生
業
規
制
法
そ
の
他
の
法
領
域
へ
と
社
会
保
障
法
は
際
限
な
く
領
域
を
拡
張
す
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
住
民
の
一
般
的
生
活
基
盤
の
盤
備
と
し
て
の
意
味
合
い
の
強
い
上
・
下
水
道
法
、
や
は
り
一
般
的
な
衛
生
基
準
確
保
法
は
、
そ
の
上
に
健
康
保
障
の
た
め
の
立
法
が
展
開
さ
れ
る
べ
き
基盤をなすものとして、｜応社会保障法とは区別されるべきものと考える。つまり一般的、基礎的な生活基盤整備、公
衆
衛
生
基
準
確
保
の
た
め
の
立
法
と
、
そ
の
上
に
立
っ
て
、
よ
り
槻
極
的
に
健
康
確
保
の
趣
旨
を
も
っ
た
立
法
と
を
区
別
し
、
後
者
の
み
を
健
康
保
障
法
と
し
て
捉
え
る
の
が
妥
当
と
解
す
る
。
（皿）制定当初の法一条では、「国民健康保険ハ相扶共済ノ精神一一則り疾病、負傷、分娩、又ハ死亡一一関シ保険給付ヲ為ス
ヲ目的トスルモノトス」とされていた。「相扶共済ノ精神」とは、「社会連帯或いは帆互扶助の思想を現したもの」で
（小山進二郎編「社会保障関係法Ｉ」、二○七頁）、佐口教授はこの相扶共済の椚神が国民健康保険の性烙で、「地域を単
位
と
す
る
住
民
の
相
互
扶
助
組
織
を
つ
く
ら
し
め
、
そ
こ
に
お
い
て
医
療
問
題
を
解
決
せ
し
め
よ
う
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
」
と
さ
れ
る（佐口卓、「日本社会保険制度史」勁草書房、一九七七、二四四頁）。
（
Ｍ
）
国
庫
負
担
が
漸
次
増
加
し
て
い
る
経
過
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、
制
定
当
初
、
健
康
保
険
組
合
の
保
険
給
付
費
の
一
○
分
の
一
（
た
だ
し
、
そ
の
総
額
が
被
保
険
特
一
人
あ
た
り
一
年
二
円
ま
で
減
額
）
を
負
担
し
た
。
一
九
四
二
年
に
は
政
府
憐
箪
健
康
保
険
に
つ
い
て
も
そ
の
事
業
費
の
一
部
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
四
七
年
に
は
、
事
務
費
に
つ
い
て
の
み
の
国
庫
負
担
と
な
っ
た
。
そ
れ
が
、
五
七
年
政
府
管
掌
健
康
保
険
の
財
政
危
機
に
対
処
し
て
そ
の
給
付
費
の
一
部
国
庫
補
助
が
再
開
さ
れ
た
。
こ
れ
が
七
三
年
に
は
そ
の
給付費の一○％の定率補助とされ（保険料率が七・二％をこえて○・一％上がるごとに国庫補助率も連動して○・八％
ずつ引き上げる連動方式も採川）、ハ○年には国庫補助率は一六・四％から二○％の範囲内で政令で定められることと
なり、当分の間は一六・四％とされて現在にいたっている（くわしくは、厚生省保険局保険課、社会保険庁健康保険課
編「皿年版健康保険法の解釈と運用」社会保険法研規究会、一九八七年）一二六四頁、一二七九頁以下参照。
国
民
健
康
保
険
の
方
は
、
戦
争
直
後
、
形
の
上
で
は
全
市
町
村
の
九
八
％
、
六
大
都
市
以
外
の
市
部
で
は
六
三
％
の
普
及
を
み
せ
つ
つ
も
、
財
政
の
緊
迫
状
態
か
ら
内
実
は
開
店
休
業
状
態
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
一
九
四
八
年
、
そ
の
立
て
な
お
し
の
た
め
の
法
改
正
に
よ
っ
て
、
国
庫
は、命令の定めるところにより、予算の範囲内において補助金を交付できることとされた（四七条一項）。この命令
3６
社会保障の法体系論
（国民健康保険国庫補助金交付規則」では、補助の対象は、事務費、保健施設費、療養・助産または葬祭給付のため必
要な施設の創設費、およびこれらのほか国民健康保険事業に要する費用とされていた（二条）。このうち事務費につい
ては、一九四九年度以前は五割、五○年度七割、五一年度には一○割補助が実現した。問題の給付費については、別途、
四七年、国民健康保険再建整備資金貸付法が制定されて、国からの低利の貸付け制度が設けられ、また同年度、療養給
付費に対する国の補助の肩代わりとして予算措置による「国民健康保険奨励金制度」も設けられた。そして四八年度、
療養給付費の二割相当額を補助する助成交付金制度が成立し、多年の懸案であった療養給付費に対する国庫補助が実現
した。これは、前年度の奨励交付金制度と同趣旨の振興奨励交付方式、各市町村の財政力の不均衡を調整するための財
政力調整交付方式、療養給付費を基準としてそれが多額である保険者ほど高率の交付がなされる療養給付費調整交付方
式
、
保
険
料
が
多
額
で
あ
る
ほ
ど
高
率
の
補
助
を
す
る
保
険
料
交
付
方
式
、
の
四
方
式
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
。
国民健康保険についてはその後も財政的基盤の確立の努力が続けられたが、五五年、事務班については全額、保健婦
に要する費用については三分の一、療養給付費については総額の一○分の二を下らない額の補助が国の義務として法定
された（四七条）。これが五八年の全面改正に発展的に引き継がれる。保健婦の費用についての三分の一の国庫補助は
同様であるが、事務費の全額、療養の給付および療養費の支給費の一○分の二を国庫負担としたうえ、療養給付費の見
込み額の一○○分の五（現在は一○○分の一○）の財政調整交付金の支給が義務づけられた。このうらの療養の給付、
療
養
費
の
支
給
費
へ
の
国
庫
負
担
は
六
二
年
の
改
正
に
よ
り
一
○
○
分
の
二
五
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
六
六
年
に
は
一
○
○
分
の
四
○
と
な
っ
た。詳しくは、厚生省保険局国民健康保険課、社団法人国民健康保険中央会編「国民健康保険四○年史」参照。
（応）この関係については、高藤「社会保障法における生存権原珊と社会連帯原理」（荒木誠之還暦記念、「現代の生存権」、
法
律
文
化
社
、
一
九
ハ
ニ
三
頁
以
下
で
詳
し
く
論
じ
た
。
3７
